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１．策定の経緯 

 
日付 内容 

令和 5 年 8 月 31 日 第 1 回芦屋町環境審議会（諮問） 

令和 5 年 7 月 14 日～7 月 31 日 住民アンケート調査実施 

令和 5 年 11 月 6 日 第 2 回芦屋町環境審議会 

令和 5 年 12 月 6 日 第 3 回芦屋町環境審議会（答申） 

令和 5 年 12 月 25 日～令和 6 年 1 月 24 日 パブリックコメントの実施 

 



芦屋町環境基本計画（資料編） 
 79 

２．芦屋町環境審議会設置条例 

平成 25年３月 22日条例第８号 

芦屋町環境審議会設置条例 

（設置） 

第１条 環境基本法（平成５年法律第 91号）第 44条の規定に基づき、芦屋町環境審議会（以下「審議会」

という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、町長の諮問に応じ、環境基本計画及び環境基本条例など環境の保全に関する基本的事

項について、調査審議する。 

２ 審議会は、前項に規定する事項のほか、芦屋町の環境の保全に関する事項について、調査審議する。 

（組織） 

第３条 審議会は、10人以内の委員で組織し、次の各号に掲げる者のうちから町長が委嘱する。 

(１) 学識経験者 

(２) 町議会議員 

(３) 関係機関団体等に属する者 

(４) その他町長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 委員が委嘱されたときの要件を欠くに至ったときは、当該委員はその職を失うものとする。 

３ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 審議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 審議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（意見の聴取等） 

第７条 審議会の会議において、会長が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見若しくは

説明を聴取し、又は資料の提出を求めることができる。 

（専門部会） 

第８条 会長が所掌事務の専門的な調査及び審議の必要を認めたときは、審議会に専門部会を置くことが

できる。 

（報酬及び費用弁償） 

第９条 委員の報酬及び費用弁償については、芦屋町特別職の職員の給与等に関する条例（昭和 31年条例

第 13号）の規定に定めるところにより支給する。 

（庶務） 

第 10条 審議会の庶務は、環境住宅課において処理する。 

（補則） 

第 11条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関する必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 （略） 
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３．環境審議会の概要 

（１）環境審議会の開催記録 

 

（２）環境審議会名簿 

令和 5 年 8 月 31 日現在 

役職 氏名 所属 備考 

会長 松 本  亨 北九州市立大学（学識経験者）  

副会長 福原  光次 芦屋町環境美化推進委員会  

委員 鶴 原  修 芦屋地区農事組合  

委員 福 島 直 人 芦屋町商工会  

委員 田 中  太 芦屋町議会  

委員 香田  一之 芦屋町議会  

委員 山下  高志 芦屋町教育委員会  

委員 堤  裕 嗣 福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所  

委員 森  麻由美 芦屋町  

委員 中 西  新 吾 芦屋町  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 日時 内容 

第 1 回 
令和 5 年 8 月 31 日 
15:00～16:00 

・芦屋町環境審議会について 
・第 2 次芦屋町環境基本計画策定に係る諮問 
・第 2 次芦屋町環境基本計画の構成について 
・今後のスケジュール 
・令和 4 年度事業評価について 

第 2 回 
令和 5 年 11 月 6 日 
15:00～17:00 

・第 2 次芦屋町環境基本計画について 

第 3 回 
令和 5 年 12 月 6 日 
16:00～18:00 

・第 2 次芦屋町環境基本計画（素案）について 
・第 2 次芦屋町環境基本計画答申について 
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5 芦 環 環 第 808 号 

令和 5 年 8 月 31 日 
                

芦屋町環境審議会会長 様 
                    

          芦屋町長 波多野 茂丸 
 
  
 

第 2 次芦屋町環境基本計画の策定について（諮問） 
 
 
   芦屋町環境審議会設置条例（平成 25 年 3 月 22 日条例第 8 号）第 2 条第 1 項の規定 

に基づき、今後の本町における良好な環境の保全と創造に向けた環境行政を推進するた 
めの基本的な方向性を示す第 2 次芦屋町環境基本計画を策定するにあたり、貴審議会の 
意見を求めます。 

 
令和 5 年 12 月 6 日 

                
芦屋町長 波 多 野 茂 丸 様 

                    
                 芦屋町環境審議会 
                  会長 松 本 亨 

 
  
 

第 2 次芦屋町環境基本計画について（答申） 
 
 
  令和 5 年 8 月 31 日付 5 令芦環環第 808 号で諮問されました第 2 次芦屋町環境基本計 
画の策定について、芦屋町環境審議会設置条例第 2 条第 1 項の規定に基づき慎重な審議 
を重ね、別紙のとおり素案を策定しましたので答申します。 

４．諮問書・答申書 

（１）諮問書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

（２）答申書 
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５．数値目標の設定根拠 

★『豊かな自然環境を次世代へと継承していく』ための数値目標（P 48 掲載） 

 

指標名 
現状値 目標値 

（目標年度） 
根拠 

年度 値 

松苗の植樹本数【累計】 令和 4 年度 150 本 1,000 本 
（令和 15 年度） 

松枯れ等で年間約 100 本の松を伐倒

しているため、現在の本数を維持でき

るよう年 100 本の植樹を目標とする 
 

★『安全・安心な生活環境の確保と循環型社会づくりを進めていく』ための数値目標（P 57 掲載） 

 

指標名 
現状値 目標値 

（目標年度） 
根拠 

年度 値 

河川・海域における 
水質環境基準の達成率 

令和 4 年度 100％ 100％ 
（令和 15 年度） 現状（令和 4 年度）の維持 

下水道不良管渠修繕率

（幹線） 
令和 4 年度 81％ 100％ 

（令和 15 年度） 不良管渠（192 箇所）の修繕 

住民 1 人 1 日あたりの

ごみ排出量 
令和 4 年度 780g 697g 

（令和 13 年度） 

「遠賀・中間地域広域行政事務組合一

般廃棄物（ごみ）処理基本計画（令和

5 年 3 月）」における目標値 

ごみの再生利用率 令和 3 年度 21％ 35.1％ 
（令和 13 年度） 

「遠賀・中間地域広域行政事務組合一

般廃棄物（ごみ）処理基本計画（令和

5 年 3 月）」における目標値 

生ごみ処理容器等購入

補助数 令和 4 年度 61 件 100 件 
（令和 15 年度） 

生ごみ処理容器 5 件、発酵促進剤 40
件、電動生ごみ処理機 5 件、ダンボー

ルコンポスト 50 件 
 

★『快適な地域環境を創出していく』ための数値目標（P 65 掲載） 

 

指標名 
現状値 目標値 

（目標年度） 
根拠 

年度 値 

既存公園の改修整備の

数 
令和 4 年度 3 箇所 5 箇所 

（令和 15 年度） 
城山公園、魚見公園、夏井ヶ浜周辺、

中央公園、海浜公園 
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★『気候変動に適応した脱炭素社会づくりを進める』ための数値目標（P 68 掲載） 

 

指標名 
現状値 目標値 

（目標年度） 
根拠 

年度 値 

町全体の二酸化炭素総

排出量 
平成 25 年度 75,518t-CO2 50％削減 

（令和 12 年度） 国及び福岡県の目標に準じる 

公共施設から発生する

二酸化炭素総排出量 
平成 25 年度 2,582t-CO2 46％削減 

（令和 12 年度） 
芦屋町地球温暖化対策実行計画（事務

事業編） 

公共施設の再生可能エ

ネルギー設備導入件数 
令和 4 年度 3 件 

5 件 
（令和 8 年度） 

浄化センター・歴史民俗資料館・マリ

ンテラスあしや・汐入ポンプ場・中ノ

浜中継ポンプ場 
芦屋町タウンバスの 

利用者数 
令和 4 年度 110,007 人 

120,000 人 
（令和 8 年度） 現状維持 

 

★『環境意識を高め、協働による環境づくりを進めていく』ための数値目標（P 71 掲載） 

 

指標名 
現状値 目標値 

（目標年度） 
根拠 

年度 値 

環境に関する出前講座

実施数 
令和 4 年度 0 回 4 回 

（令和 15 年度） 四半期毎に実施 

清掃ボランティア団体

数 
令和 4 年度 49 団体 75 団体 

（令和 15 年度） 現状値の 1.5 倍 

ラブアース・クリーン

アップ、町内一斉清掃

参加者数 

令和 4 年度 2,349 人 2,750 人 
（令和 15 年度） 現状目標の継続 
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６．住民アンケート調査の概要 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※有効回収数は無回答を除いた数である 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期間 令和 5 年 7 月 14 日送付 
令和 5 年 7 月 31 日回収〆切 

調査方法 郵送法及び web 回答法 

調査対象 1,000 人 

対象者抽出方法 無作為抽出 

回収数 683（紙面 552、web 131） 

有効回収数 680（紙面 549、web 131） 

回収率 34.2% 

◆住民アンケート調査の概要 
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48.5

31.6

30.3

19.4

21.0

16.8

17.8

16.2

11.8

9.9

16.9

16.3

41.8

53.7

54.1

53.1

51.3

52.6

50.3

51.9

50.4

50.0

37.5

37.4

7.2

11.5

12.5

21.0

21.9

24.6

25.6

24.9

30.6

30.7

33.5

32.1

1.3

1.8

1.8

5.1

4.3

3.7

5.0

4.3

4.9

5.4

10.4

13.1

1.2

1.5

1.3

1.3

1.5

2.4

1.3

2.8

2.4

4.0

1.6

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日あたり

豊かな自然景観

空気のきれいさ

飲み水の水質

リサイクルのしやすさ

公園、野外レクリエーション施設の整備状況

海や川の水のきれいさ

海や川の水や水辺とのふれあいの場

芦屋ならではのまち並み

野鳥や昆虫等の生き物とのふれあいの場

周辺の静けさ

周辺住民の環境に関するモラル

n=680

かなり満足 やや満足 やや不満 かなり不満 無回答

65.0

61.2

55.6

55.6

51.2

47.9

42.2

45.6

34.9

36.5

25.0

24.1

28.5

31.2

36.2

36.0

39.9

41.5

46.9

42.9

51.6

47.1

51.8

51.5

1.5

2.8

2.9

3.5

4.3

5.1

5.6

5.6

7.5

10.1

15.9

16.3

0.6

0.7

0.6

0.1

0.4

0.9

0.6

1.2

1.2

1.0

2.2

2.6

4.4

4.1

4.7

4.7

4.3

4.6

4.7

4.7

4.9

5.3

5.1

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

飲み水の水質

周辺住民の環境に関するモラル

空気のきれいさ

海や川の水のきれいさ

日あたり

豊かな自然景観

リサイクルのしやすさ

周辺の静けさ

公園、野外レクリエーション施設の整備状況

海や川の水や水辺とのふれあいの場

芦屋ならではのまち並み

野鳥や昆虫等の生き物とのふれあいの場

n=680

かなり重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 無回答

 

 

皆様がお住まいの身近な環境について、現状の「満足度」と今後の「重要度」それぞれのあてはま

る番号に○をつけてください。（満足度について○は１つ、重要度について○は１つ） 

 

「かなり満足」と「やや満足」の割合を合計した値が高いのは、「日あたり」、「豊か

な自然景観」、「空気のきれいさ」などとなっているが、「周辺住民の環境に関するモラ

ル」、「周辺の静けさ」などは不満に感じている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かなり重要」と「やや重要」の割合を合計した値が高いのは、「飲み水の水質」、｢周

辺住民の環境に関するモラル｣、「空気のきれいさ」などとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な環境の満足度と重要度 

満足度 

重要度 



芦屋町環境基本計画（資料編） 
 86 

16.3 

14.4 

11.0 

16.2 

12.5 

10.3 

11.8 

13.5 

9.6 

7.5 

10.7 

9.7 

12.1 

10.9 

61.5 

59.0 

60.9 

52.5 

55.0 

57.2 

55.6 

51.3 

54.6 

56.3 

52.5 

49.9 

44.9 

38.1 

16.2 

20.0 

22.1 

23.8 

24.1 

25.0 

25.4 

26.6 

28.2 

27.1 

28.8 

30.3 

33.5 

36.0 

1.9 

3.7 

1.9 

4.6 

5.1 

2.1 

2.8 

4.9 

2.5 

4.1 

3.8 

4.7 

5.6 

11.2 

4.1 

2.9 

4.1 

2.9 

3.2 

5.4 

4.4 

3.7 

5.1 

5.0 

4.1 

5.4 

4.0 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

歴史的資源の保全・活用

循環型社会の形成

環境保全活動の推進

緑とのふれあいの確保

森林や海岸などの自然の保全

環境教育・環境学習の推進

大気質の保全

水質の保全

省エネルギーの推進

動植物の生息・生育環境の保全

良好な都市景観の形成

再生可能エネルギーの活用推進

良好な水辺空間の創出

騒音・振動対策

n=680

かなり満足 やや満足 やや不満 かなり不満 無回答

56.9 

43.4 

43.4 

48.4 

45.3 

36.2 

42.6 

36.8 

29.4 

29.6 

32.1 

32.4 

28.8 

35.0 

35.3 

47.6 

47.1 

41.9 

45.0 

52.5 

45.3 

49.7 

56.9 

56.0 

52.1 

50.9 

54.3 

47.6 

2.8 

3.7 

3.5 

4.1 

3.5 

5.6 

4.9 

6.5 

7.5 

9.0 

8.7 

9.7 

9.9 

8.8 

0.6 

0.9 

0.6 

1.0 

0.7 

1.0 

1.3 

0.9 

1.0 

0.6 

1.2 

1.5 

1.2 

2.2 

4.4 

4.4 

5.4 

4.6 

5.4 

4.7 

5.9 

6.2 

5.1 

4.9 

6.0 

5.6 

5.9 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水質の保全

循環型社会の形成

森林や海岸などの自然の保全

騒音・振動対策

良好な水辺空間の創出

緑とのふれあいの確保

大気質の保全

環境教育・環境学習の推進

環境保全活動の推進

良好な都市景観の形成

省エネルギーの推進

歴史的資源の保全・活用

動植物の生息・生育環境の保全

再生可能エネルギーの活用推進

n=680

かなり重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 無回答

 

 

行政が取り組んでいる環境に関する施策について、現状の「満足度」と今後の「重要度」それぞれ

のあてはまる番号に○をつけてください。（満足度について○は１つ、重要度について○は１つ） 

 

「かなり満足」と「やや満足」の割合を合計した値が高いのは、「歴史的資源の

保全・活用」、「循環型社会の形成」、「環境保全活動の推進」などとなってい

るが、「騒音・振動対策」、「良好な水辺空間の創出」などは不満に感じている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かなり重要」と「やや重要」の割合を合計した値が高いのは、｢水質の保全｣、

「循環型社会の形成」、「森林や海岸などの自然の保全」などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境施策の満足度と重要度 

満足度 

重要度 
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91.3

77.4

68.8

68.5

64.3

55.9

53.2

49.4

46.0

39.9

35.6

27.6

13.7

8.2

6.6

6.5

14.6

21.0

22.6

30.6

35.0

36.3

40.7

23.1

45.6

48.5

35.3

20.6

23.4

18.5

0.7

6.8

8.2

6.8

3.2

7.1

8.5

7.4

28.7

12.1

13.2

35.1

63.5

65.6

72.4

1.5

1.3

1.9

2.1

1.9

2.1

1.9

2.5

2.2

2.5

2.6

1.9

2.2

2.8

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町のごみ出しルールを守っている

買物にはマイバッグ（買物袋）を持参している

リサイクル資源は拠点回収ボックスに出している

生ごみは、水切りを心がけている

食品ロスの削減に努めている

ごみを減らすように努力している

節水に心がけている

長く使えるものを選んで買っている

地域のリサイクル活動に廃品を出している

環境に配慮した製品を選んでいる

修理や補修をして物を長く使う

地域の美化活動に参加している

生ごみ減量や堆肥化をしている

フリーマーケット、シェアリングサービスを利用 ・

している ・

地域の自然保護活動に参加している

n=680

いつも実行している たまに実行している 実行していない 無回答

91.2

87.8

86.2

88.8

90.6

89.0

89.6

87.1

78.1

86.0

83.4

72.4

57.8

53.2

51.6

0.6

4.7

5.0

2.8

1.5

2.8

2.8

5.0

13.7

5.7

8.8

19.9

34.3

39.6

40.9

8.2

7.5

8.8

8.4

7.9

8.2

7.6

7.9

8.2

8.2

7.8

7.8

7.9

7.2

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町のごみ出しルールを守っている

買物にはマイバッグ（買物袋）を持参している

リサイクル資源は拠点回収ボックスに出している

生ごみは、水切りを心がけている

食品ロスの削減に努めている

ごみを減らすように努力している

節水に心がけている

長く使えるものを選んで買っている

地域のリサイクル活動に廃品を出している

環境に配慮した製品を選んでいる

修理や補修をして物を長く使う

地域の美化活動に参加している

生ごみ減量や堆肥化をしている

フリーマーケット、シェアリングサービスを利用 ・

している ・

地域の自然保護活動に参加している

n=680

実行したい 実行するつもりはない 無回答

 

 

 

環境保全につながる取り組みについて、現在どの程度実行していますか？また、今後の取り組みに

ついても教えてください。（現在について○は１つ、今後について○は１つ） 

 

いつも実行している取り組みは、「町のごみ出しルールを守っている」、「買い物に

はマイバッグ（買い物袋）を持参している」などが高く、「地域の自然保護活動に参

加している」、「フリーマーケット、シェアリングサービスを利用している」などが低

くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後実行したい取り組みは、「ごみ出しルールを守る」、「食品ロスの削減に努める」

などで、今後実行するつもりのない取り組みは、「自然保護活動への参加」などとな

っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全につながる取り組みの実施状況 

現在の 

取り組み 

今後の 

取り組み 
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７．環境基本計画の事業実績 

 

自然環境分野 豊かな自然環境を次世代へと継承します 

 

取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
森
林
や
海
岸
な
ど
の
自
然
の
保
全 

（
１
）
保
安
林
の
管
理 

保安林および地区保全林など
の保全のため、松くい虫防除
事業および植栽事業を実施し

ます。また、ボランティアに
よる松苗の植栽や松葉かきな
どの維持管理を進めます。 

H26 ・松くい虫防除事業（航空防除）5/8 
洞山・堂山、航空自衛隊芦屋基地 

・松くい虫防除事業（地上防除）5/21 

鶴松保安林、白浜保安林、芦屋海浜公園、浄化センター周辺、芦屋小学校
内、浜口県営住宅周辺、芦屋東小学校内、高浜町営住宅周辺、緑ヶ丘町営
住宅周辺、芦屋東公民館周辺、子育て支援センター周辺、魚見公園、夏井

ヶ浜はまゆう公園 
・松くい虫防除事業（伐倒防除）1月～3月 621本 
・松植栽事業 11/23 1,200本（「宝くじ松」配布事業1,000本、頑張れ芦

屋町ふるさと応援寄付金200本 

A 

H27 ・松くい虫防除事業（地上防除）5/13 
鶴松保安林、白浜保安林、芦屋海浜公園、浄化センター周辺、芦屋小学校
内、浜口県営住宅周辺、芦屋東小学校内、高浜町営住宅周辺、緑ヶ丘町営

住宅周辺、芦屋東公民館周辺、子育て支援センター周辺、魚見公園、梅林
公園、夏井ヶ浜はまゆう公園 

・松くい虫防除事業（航空防除）5/21 

洞山・堂山、航空自衛隊芦屋基地 
・松くい虫防除事業（伐倒防除）1月～3月 677本 
・松植栽事業 11/21 1,310本（「宝くじ松」配布事業1,000本、がんばれ

芦屋町ふるさと応援寄付金200本、遠賀ロータリークラブ寄贈110本） 

A 

H28 ・松くい虫防除事業（地上防除）5/13  
鶴松保安林、白浜保安林、芦屋海浜公園、浄化センター周辺、芦屋小学校
内、浜口県営住宅周辺、芦屋東小学校内、高浜町営住宅周辺、緑ヶ丘町営

住宅周辺、芦屋東公民館周辺、子育て支援センター周辺、魚見公園、梅林
公園、夏井ヶ浜はまゆう公園、洞山、堂山 

・松くい虫防除事業（伐倒防除）1,208本 

・松植栽事業 11/19 1,500本（「宝くじ松」配布事業1,000本、がんばれ
芦屋町ふるさと応援寄付金500本） 

A 

H29 ・松くい虫防除事業（地上防除：5/13） 
鶴松保安林、白浜保安林、芦屋海浜公園、浄化センター周辺、芦屋小学校

内、浜口県営住宅周辺、芦屋東小学校内、高浜町営住宅周辺、緑ヶ丘町営
住宅周辺、芦屋東公民館周辺、子育て支援センター周辺、魚見公園、梅林
公園、夏井ヶ浜はまゆう公園、洞山、堂山 

・松くい虫防除事業（伐倒防除：5月・3月） 257本 
・松植栽事業（11/18） 1,250本（「宝くじ松」配布事業1,000本、がんば
れ芦屋町ふるさと応援寄付金250本） 

A 

H30 ・松くい虫防除事業（薬剤散布：5/18） 

鶴松保安林、白浜保安林、芦屋海浜公園、浄化センター周辺、芦屋小学校
内、浜口県営住宅周辺、芦屋東小学校内、高浜町営住宅周辺、緑ヶ丘町営
住宅周辺、芦屋東公民館周辺、子育て支援センター周辺、魚見公園、梅林

公園、夏井ヶ浜はまゆう公園、洞山、堂山 
・松くい虫防除事業（伐倒防除：5月・3月） 374本 
・松植栽事業 300本 

A 

評価：実施目標と実施結果を評価し、達成度を A～D判定で評価を行なった。 

A：目標を達成した（100％以上）  B：概ね目標を達成した（80～99％）  C：目標を達成しなかった（79％以下） 

D：未着手 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
森
林
や
海
岸
な
ど
の
自
然
の
保
全 

（
１
）
保
安
林
の
管
理 

保安林および地区保全林など

の保全のため、松くい虫防除事
業および植栽事業を実施しま
す。また、ボランティアによる

松苗の植栽や松葉かきなどの
維持管理を進めます。 

R元 ・松くい虫防除事業（薬剤散布：5/18） 

鶴松保安林、白浜保安林、芦屋海浜公園、浄化センター周辺、芦屋小学
校内、浜口県営住宅周辺、芦屋東小学校内、高浜町営住宅周辺、緑ヶ丘
町営住宅周辺、芦屋東公民館周辺、子育て支援センター周辺、魚見公園、

梅林公園、夏井ヶ浜はまゆう公園、洞山、堂山 
・松くい虫防除事業（伐倒防除：5月・3月） 259本 
・松植栽事業（11/17） 300本（「宝くじ松」配布事業 200本、がんばれ

芦屋町ふるさと応援寄付金 100本） 

A 

R2 ・松くい虫防除事業（薬剤散布：5/15） 
鶴松保安林、白浜保安林、芦屋海浜公園、浄化センター周辺、芦屋小学

校内、浜口県営住宅周辺、芦屋東小学校内、高浜町営住宅周辺、緑ヶ丘
町営住宅周辺、芦屋東公民館周辺、子育て支援センター周辺、魚見公園、
梅林公園、夏井ヶ浜はまゆう公園、洞山、堂山 

・松くい虫防除事業（伐倒防除：5月・3月） 284本 
・松植栽事業（12/7） 200本（「宝くじ松」配布事業 200本） 

A 

R3 ・松くい虫防除事業（薬剤散布：5/15） 
鶴松保安林、白浜保安林、芦屋海浜公園、浄化センター周辺、芦屋小学

校内、浜口県営住宅周辺、芦屋東小学校内、高浜町営住宅周辺、緑ヶ丘
町営住宅周辺、芦屋東公民館周辺、子育て支援センター周辺、魚見公園、
梅林公園、夏井ヶ浜はまゆう公園、洞山、堂山 

・松くい虫防除事業（伐倒防除：5月・3月） 133本 
・松植栽事業（11/16） 200本 
・植樹箇所管理委託 

・松苗の活着率向上のため植樹後3～5年の幼木について造園業者による管
理委託を実施した。【以降、3年毎（次回令和6年度）に実施する。】 

A 

（
２
）
海
岸
保
全
対
策
の
促
進 

海岸の浸食・堆積を抑制するた
め、効果的な対策工事（調査）

の実施を県に要望します。 

H26 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：4回 A 

H27 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：4回 A 

H28 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：4回 A 

H29 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：4回 A 

H30 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：3回 B 

R元 ・福岡県に要望書を提出した回数：3回 B 

R2 ・福岡県に要望書を提出した回数：2回 B 

R3 ・福岡県に要望書を提出した回数：2回 B 

（
３
）
里
浜
づ
く
り
事
業
の
促
進 

飛砂対策として、植栽による松
林の造成の早期実現を県に要

望します。 

H26 ・計画どおりの実施や、実施方法について、県に要望し、7,500本の植樹が
できた。 

A 

H27 ・計画どおりの実施や、実施方法について、県に要望し、7,258本(11,400

㎡)の植樹ができた。 

A 

H28 ・計画どおりの実施や、実施方法について、県に要望し、4,270本の植樹が
できた。 

A 

H29 ・計画どおりの実施や、実施方法について、県に要望し、4,000本の植樹が
できた。 

A 

H30 ・計画に沿った事業実施及び実施方法について県に要望し、約400本の植樹

をした。 
※平成30年度実施内容（県事業） 
・植樹 400本 

・静砂垣設置 
・散策路舗装 

・ボードウォーク設置 

A 

 



芦屋町環境基本計画（資料編） 
 90 

 

取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
森
林
や
海
岸
な
ど
の
自
然
の
保
全 

（
３
）
里
浜
づ
く
り
事
業
の
促
進 

飛砂対策として、植栽による松
林の造成の早期実現を県に要

望します。 

R元 ・植樹に関しては、当初計画していた箇所の植樹（23,013本）が平成30年
度に完了。 

・平成30年度から実施されていたボードウォークの設置、散策路及び管理
用道路の舗装が完了し、里浜づくり事業における施設整備はおおむね完
了。 

A 

R2 ・飛砂低減効果を把握するための飛砂調査を実施。 

・維持管理及び堆砂除去を県に要望し、対処的に防砂フェンス付近の堆砂
除去を実施。 

・住民参加の育成活動組織形成に向けて、町民による枝払い体験イベント

の実施（維持管理）ができるような状況に整備する必要があるため、試
験施工区で間伐や枝払いなどを実施。 

・追加植樹の可否判断のため、植樹対象エリアの海水影響調査を実施。 

・飛砂対策として防砂フェンスの延長を実施。 

A 

R3 ・飛砂低減効果を把握するための飛砂調査を実施。 
・維持管理及び堆砂除去を県に要望し、対処的に防砂フェンス付近の堆砂
除去を実施。 

・住民参加の育成活動組織形成に向けて、町民による枝払い体験イベント
の実施（維持管理）ができるような状況に整備する必要があるため、間
伐や枝払いなどを実施。 

・追加植樹の可否判断のため、植樹対象エリアの海水影響調査を実施。 
・里浜づくり事業の今後の方向性について技術検討会で協議検討を実施。 

A 

（
４
）
海
岸
保
全
区
域
老
朽
化
対
策 

海岸保全区域（柏原西方海岸な
ど）の老朽化対策計画などを策

定し、施設の改修・補修を行い
ます。 

H26 ・老朽化対策計画を策定した。 A 

H27 ・平成27年度内での竣工とならず、平成28年度へと繰越になった。 C 

H28 ・老朽化対策計画に沿い、柏原漁港海岸４号護岸改修工事を実施する。平
成28年8月10日竣工。 

A 

H29 ・老朽化対策計画に沿い、平成28年度に柏原漁港海岸4号護岸改修工事が竣

工し、事業完了。平成28年8月10日竣工。 

A 

H30 ・平成28年度に完了 － 

R元 ・平成28年度に完了 － 

R2 ・平成28年度に完了 － 

R3 ・平成28年度に完了 － 

（
５
）
夏
井
ケ
浜
海
岸
崩
落
防
止
工
事 

海岸および背後地の安全確保
のために、夏井ヶ浜海岸崩落防
止工事を県とともに行います。 

H26 ・地元関係者との調整の結果、実施設計を再度見直すこととなり、工事が
先送りとなった。 

C 

H27 ・県、地元関係者との協議のもとに、県が実施設計を行い、工事を実施す
ることができた。 

（県負担部分と町負担部分を一括で実施する内容であるため、県が工事を
施工し、町は負担金を支払う形の協定を県と町で締結し、工事を実施し
た。） 

B 

H28 ・県への働きかけや県との調整を行い、工事を完了することができた。 

（県負担部分と町負担部分を一括で実施する内容であるため、県が工事を
施工し、町は負担金を支払う形の協定を県と町で締結し、工事を実施し
た。） 

A 

H29 ・県への働きかけや県との調整を行い、工事を完了することができた。 

（県負担部分と町負担部分を一括で実施する内容であるため、県が工事を
施工し、町は負担金を支払う形の協定を県と町で締結し、工事を実施し
た。） 

A 

H30 ・平成28年度に完了 － 

R元 ・平成28年度に完了 － 

R2 ・平成28年度に完了 － 

R3 ・平成28年度に完了 － 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全 

（
１
）
動
植
物
の
分
布
状
況
調
査 

希少種、絶滅危惧種などの現状
を把握し、生態系の保全に努め

るため、動植物の分布状況調査
を行います。 

H26 ・補助金制度がなかったため、動植物の分布状況調査委託を実施できなか
った。 

D 

H27 ・補助金制度がなかったため、動植物の分布状況調査委託を実施できなか

った。 

D 

H28 ・補助金制度がなかったため、動植物の分布状況調査委託を実施できなか
った。 

D 

H29 ・補助金制度がなかったため、動植物の分布状況調査委託を実施できなか
った。 

D 

H30 ・令和元年度～2年度にかけて水巻町が調査を予定している。この調査結果

を参考に令和3年度～4年度において調査を実施する。 

D 

R元 ・令和2年度に水巻町が調査調査を実施予定と聞いている。この調査結果も
参考に令和3年度～令和4年度において調査を実施する。 

C 

R2 ・遠賀川流域生態系ネットワークの会議に出席し、希少種や絶滅危惧種及
び調査方法などについても情報収集を行った。 

A 

R3 ・遠賀川流域生態系ネットワークの会議に出席し、希少種や絶滅危惧種及

び調査方法などについても情報収集を行った。 

A 

（
２
）
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全 

希少な動植物の生息・
生育環境の保全に努め
ます。 

鳥
獣
関
係 

H26 ・農作物の被害状況調査において希少動物によるものが無かったため、調
査等は行なわなかった。 

B 

H27 ・農作物の被害状況調査において希少動物によるものが無かったため、調
査等は行なわなかった。 

評価なし 

H28 ・農作物の被害状況調査において希少動物によるものが無かったため、調

査等は行なわなかった。 

評価なし 

H29 ・農作物の被害状況調査において希少動物によるものが無かったため、調
査等は行なわなかった。 

評価なし 

H30 ・農作物の被害状況調査において希少動物によるものが無かったため、調
査等は行わなかった。 

評価なし 

R元 ・農作物の被害状況調査において希少動物によるものが無かったため、調

査等は行わなかった。 

評価なし 

R2 ・農作物の被害状況調査において希少動物によるものが無かったため、調
査等は行わなかった。 

評価なし 

R3 ・農作物の被害状況調査において希少動物によるものが無かったため、調
査等は行わなかった。 

評価なし 

鳥
獣
関
係
以
外 

H26 ・動植物の分布状況調査を実施できなかったため、現状の把握ができなか

ったが、アカウミガメの産卵を確認し、保全活動により、68匹が孵化で
きた。 

B 

H27 ・補助金制度がなかったため、動植物の分布状況調査委託を実施できなか
った。 

・アカウミガメの産卵の確認を行なうため、看板等により知らせてもらう
ように啓発したが、平成27年度は、産卵に来なかった。 

C 

H28 ・補助金制度がなかったため、動植物の分布状況調査委託を実施できなか
った。 

・アカウミガメの産卵の確認を行なうため、看板等により知らせてもらう
ように啓発したが、平成28年度は、産卵に来なかった。 

C 

H29 ・補助金制度がなかったため、動植物の分布状況調査委託を実施できなか
った。 

C 

H30 ・令和元年度～2年度にかけて水巻町が調査を予定している。この調査結果

を参考に令和3年度～4年度において調査を実施する。 

D 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全 

（
２
）
希
少
な 

動
植
物
の
生
息
・

生
育
環
境
の
保
全 

希少な動植物の生息・生育環境
の保全に努めます。 

R元 ・流域自治体の取組状況が確認できたことと、芦屋町の魚道公園を活用し
た体験学習の実施を紹介できた。 

B 

R2 ・会議に参加し流域自治体の取組状況を確認し、情報収集を行った。 B 

R3 ・会議に参加し流域自治体の取組状況を確認し、情報収集を行った。 A 

（
３
）
は
ま
ゆ
う
自
生
地
保
護
整
備 

はまゆう自生地の保護や利用
者の安全を確保するため観察
路の拡幅や防護柵を整備し、適

切な安全管理を行います。 

H26 ・はまゆう管理委託、パトロール等を実施し、はまゆうの生育環境を保全
した。例年通りの生育が観察されたが、自生地の一部の表土が流出した。 

B 

H27 ・はまゆう管理委託、パトロール等を実施し、はまゆうの生育環境を保全
した。自生地内では例年通りの生育が観察された。平成25年度に拡幅し

た場所（県指定地以外の場所）の表土流出が著しいため、指定地から採
取したはまゆうの種を播種し対応した。 

B 

H28 ・はまゆう管理委託、パトロール等を実施し、はまゆうの生育環境を保全
した。自生地内では例年通りの生育が観察された。平成25年度に拡幅し

た場所（県指定地以外の場所）の表土流出が著しいため、指定地から採
取したはまゆうの種を播種し対応した。 

B 

H29 ・はまゆう管理委託、パトロール等を実施し、はまゆうの生育環境を保全
した。自生地内では例年通りの生育が観察された。平成25年度に拡幅し

た場所（県指定地以外の場所）は、管理委託を行っていなかったため、
雑草が生えるなどの問題が生じていた。そのため、はまゆう管理委託の
予算を増額し、拡幅した場所についても管理を行うこととした。 

A 

H30 ・はまゆう自生地管理委託や、パトロール等を実施し、はまゆうの生育環

境を保全した。観察路の破損箇所の補修を行った。 

B 

R元 ・はまゆう管理委託、パトロール等を実施し、はまゆうの生育環境を保全
した。自生地内では例年通りの生育が観察された。平成25年度に拡幅し
た場所（県指定地以外の場所）の表土流出が著しいため、指定地から採

取したはまゆうの種を播種し対応した。 

B 

R2 ・はまゆう管理委託、パトロール等を実施し、はまゆうの生育環境を保全
した。自生地内では例年通りの生育が観察された。平成25年度に拡幅し
た場所（県指定地以外の場所）の表土流出が著しいため、指定地から採

取したはまゆうの種を播種し対応した。 

B 

R3 ・はまゆう管理委託、パトロール等を実施し、はまゆうの生育環境を保全
した。自生地内では例年通りの生育が観察された。平成25年度に拡幅し
た場所（県指定地以外の場所）は、管理委託を行っていなかったため、

雑草が生えるなどの問題が生じていた。そのため、はまゆう管理委託の
予算を増額し、拡幅した場所についても管理を行うこととした。 

B 

（
４
）
外
来
種
対
策 

外来種および被害状
況の調査を行います。

また、外来種の生物の
放流や移植をしない
よう住民などに啓発

します。 
鳥
獣
関
係 

H26 ・外来種による農作物の被害がなかったため、啓発を行なわなかった。 B 

H27 ・外来種による農作物の被害がなかったため、啓発を行なわなかった。 評価なし 

H28 ・外来種による農作物の被害がなかったため、啓発を行なわなかった。 評価なし 

H29 ・外来種による農作物の被害がなかったため、啓発を行なわなかった。 評価なし 

H30 ・外来種による農作物の被害がなかったため、啓発を行わなかった。 評価なし 

R元 ・外来種による農作物の被害がなかったため、啓発を行わなかった。 評価なし 

R2 ・外来種による農作物の被害がなかったため、啓発を行わなかった。 評価なし 

R3 ・外来種による農作物の被害がなかったため、啓発を行わなかった。 評価なし 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全 

（
４
）
外
来
種
対
策 

外来種および被害

状況の調査を行い
ます。また、外来種
の生物の放流や移

植をしないよう住
民などに啓発しま
す。 

鳥
獣
関
係
以
外 

H26 ・ホームページ・広報により啓発を行なえなかった。 

・動植物の分布状況調査委託を実施できなかったため、現状の把握ができな
かった。 

D 

H27 ・ホームページ（セアカゴケグモ）に掲載を行なった。 

・広報により啓発を行なえなかった。 
・動植物の分布状況調査委託を実施できなかったため、現状の把握ができな

かった。 

C 

H28 ・ホームページ（セアカゴケグモ）に掲載を行なった。 

・広報により啓発を行なえなかった。 
・動植物の分布状況調査委託を実施できなかったため、現状の把握ができな

かった。 

C 

H29 ・【ヒアリ】ホームページに掲載を行なったが、広報による啓発を行なえな

かった。 
・動植物の分布状況調査委託を実施できなかったため、現状の把握ができな

かった。 

C 

H30 ・外来種の植物「オオキンケイギク」について、区長会を通じて各組回覧方

式により住民へ周知を図った。 

A 

R元 ・ホームページへの掲載とともに、花美坂地区のオオキンケイギクを刈り取
った。 

A 

R2 ・広報・ホームページにセアカゴケグモについての注意喚起記事を掲載した。 B 

R3 ・広報・ホームページにセアカゴケグモについての注意喚起記事を掲載した。 B 
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生活環境分野 安全・安心な生活環境の確保と循環型社会づくりを進めます 

 

取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
大
気
質
の
保
全 

（
１
）
大
気
質
に
関
す
る
情
報
共
有
と 

情
報
提
供 

大気測定結果や光化学オキ

シダント・微小粒子状物質
（ＰＭ２．５）の注意情報な
どについて、県や近隣市町と

の情報共有および住民、事業
者への情報提供を行います。 

H26 ・平成27年3月22日に県からの微小粒子状物質（PM2.5）注意喚起発令があり、

防災無線・広報車にて町民・事業者への情報提供を行なった。また、連絡
体制表により、公共施設管理者などに連絡を行なった。 

A 

H27 ・県からの注意喚起発令がなかったため、情報提供の必要がなかった。 評価なし 

H28 ・平成28年5月30日に県からの光化学オキシダント注意報発令があり、防災

無線・広報車にて町民・事業者への情報提供を行なった。また、連絡体制
表により、公共施設管理者などに連絡を行なった。 

A 

H29 ・対象となる事案が発生しなかった。 評価なし 

H30 ・対象となる事案が発生しなかった。 評価なし 

R元 ・対象となる事案が発生しなかった。 評価なし 

R2 ・対象となる事案が発生しなかった。 評価なし 

R3 ・対象となる事案が発生しなかった。 評価なし 

（
２
）
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
動
の
推
進 

自動車排ガスを抑制するた

めに、公用車運転時のエコド
ライブを進めるとともに、住
民や事業者にエコドライブ

を啓発します。 

H26 ・公用車運転時のエコドライブ推進のための周知をパワーエッグ掲示板に掲

載できなかった。 
・エコドライブの啓発を広報誌に掲載できなかった。 

D 

H27 ・公用車運転時のエコドライブ推進のための周知をパワーエッグ掲示板に掲
載した。 

・エコドライブの啓発を広報誌に掲載できなかった。 

C 

H28 ・公用車運転時のエコドライブ推進のための周知をパワーエッグ掲示板に掲
載した。 

・エコドライブの啓発を広報誌に掲載した。 

A 

H29 ・公用車運転時のエコドライブ推進のための周知をパワーエッグ掲示板に掲

載できていない。 
・エコドライブの啓発を広報誌に掲載できていない。 

C 

H30 ・公用車運転時のエコドライブ推進のため、職員に対して地球温暖化対策実
行計画を通じて周知した。 

・エコドライブの啓発のため、住民に対して広報誌に掲載する。 

A 

R元 ・公用車運転時のエコドライブ推進のため、職員に対して「地球温暖化対策
実行計画」を通じて周知した。 

・エコドライブの啓発のため、住民に対して広報誌に掲載する。 

A 

R2 ・公用車運転時のエコドライブ推進のため、職員に対して地球温暖化対策実

行計画を通じて周知した。 
・エコドライブの啓発のため、住民に対して広報紙に掲載する。 

A 

R3 ・公用車運転時のエコドライブ推進のため、職員に対して地球温暖化対策実
行計画を通じて周知する。 

・エコドライブの啓発のため、住民に対して広報紙に掲載した。 

A 

２
．
水
質
の
保
全 

（
１
）
水
質
に
関
す
る 

情
報
提
供 

町内の測定地点における水
質調査結果の住民、事業者へ
の情報提供を行います。 

H26 ・遠賀川の芦屋町測定地点における水質調査結果をホームページに掲載でき
なかった。 

・筑前海の遊泳期間中における芦屋海水浴場の水質結果をホームページに掲

載できなかった。 

D 

H27 ・遠賀川の芦屋町測定地点における水質調査結果をホームページに掲載し
た。 

・筑前海の遊泳期間中における芦屋海水浴場の水質結果をホームページに掲

載した。 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
水
質
の
保
全 

（
１
）
水
質
に
関
す
る
情
報
提
供 

町内の測定地点における水

質調査結果の住民、事業者へ
の情報提供を行います。 

H28 ・遠賀川の芦屋町測定地点における水質調査結果をホームページに掲載し

た。 
・筑前海の遊泳期間中における芦屋海水浴場の水質結果をホームページに掲

載した。 

A 

H29 ・遠賀川の芦屋町測定地点における水質調査結果をホームページに掲載し
た。 

・筑前海の遊泳期間中における芦屋海水浴場の水質結果をホームページに掲

載した。 

A 

H30 ・遠賀川の芦屋町測定地点における水質調査結果をホームページに掲載し
た。 

・筑前海の遊泳期間中における芦屋海水浴場の水質結果をホームページに掲

載した。 

A 

R元 ・遠賀川の芦屋町測定地点における水質調査結果をホームページに掲載し
た。 

・筑前海の遊泳期間中における芦屋海水浴場の水質結果をホームページに掲

載した。 

A 

R2 ・遠賀川の芦屋町測定地点における水質調査結果をホームページに掲載し
た。 

・筑前海の遊泳期間中における芦屋海水浴場の水質結果をホームページに掲

載した。 

A 

R3 ・遠賀川の芦屋町測定地点における水質調査結果をホームページに掲載し
た。 

・筑前海の遊泳期間中における芦屋海水浴場の水質結果をホームページに掲

載した。 

A 

（
２
）
遠
賀
川
水
系
水
質
汚
濁
防
止
連
絡
協
議
会 

協議会の活動を通じて、流域
市町村とともに遠賀川の水
質改善に取り組みます。 

H26 ・連絡協議会の会議及び清掃活動に参加した。 
・遠賀川源流の植樹、竹炭づくりの活動に参加した。 

A 

H27 ・連絡協議会の会議及び清掃活動に参加した。 
・遠賀川源流の植樹、竹炭づくりの活動に参加した。 

A 

H28 ・連絡協議会の会議及び清掃活動に参加した。 

・遠賀川源流の植樹、下草刈の活動に参加した。 
・竹炭づくりについては、町内一斉清掃のため参加できなかった。 

A 

H29 ・連絡協議会の会議及び清掃活動に参加した。 
・遠賀川源流の植樹、下草刈の活動に参加した。 

A 

H30 ・連絡協議会の会議及び清掃活動に参加した。 

・遠賀川源流の竹切り及び竹炭づくりに参加した。 

A 

R元 ・連絡協議会の会議及び清掃活動に参加した。 
・遠賀川源流の竹切り及び竹炭づくりに参加した。 

A 

R2 ・連絡協議会の会議に参加した。 
・新型コロナウィルス感染拡大の影響で、行事は中止となったものが多数で

あった。 

A 

R3 ・連絡協議会の会議に参加した。 
・新型コロナウィルス感染拡大の影響で、行事は中止となったものが多数で

あった。 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
水
質
の
保
全 

（
３
）
公
共
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
・
補
修 

経年劣化した管渠は長寿命
化計画を策定し、計画的に長

寿命化・耐震化に向けた改築
更新を行います。 

H26 ・汚水管渠情報の整理及び調査を10km実施し、平成26年度中に町寿命化計画
を策定した。 

A 

H27 ・汚水管渠情報の整理及び調査を9.2km（TVカメラ調査0.1km、管口カメラ

9.1km）実施し、社会資本整備総合交付金で長寿命化に基づくマンホール
蓋替工事を実施した。 

B 

H28 ・汚水管渠情報の整理及び調査は未実施。社会資本整備総合交付金で長寿命
化計画に基づくマンホール蓋替工事を実施した。 

・汚水管渠情報の整理及び調査は未実施のため、評価を「Ｃ」とした。 

C 

H29 ・社会資本整備総合交付金で、ストックマネジメント計画に基づく汚水管渠
調査（ＴＶカメラ調査1.6km、潜行目視調査1.8km、管口カメラ調査647箇
所、マンホール蓋調査652箇所）及び長寿命化計画に基づくマンホール蓋

替工事を実施した。 

A 

H30 ・社会資本整備総合交付金で、ストックマネジメント計画に基づく汚水管渠
調査（TVカメラ調査2,245km、管口カメラ調査559箇所、マンホール蓋調査
505箇所）及び長寿命化計画に基づくマンホール蓋替工事を実施した。 

A 

R元 ・社会資本整備総合交付金で、ストックマネジメント計画に基づく汚水管渠

調査（TVカメラ調査6m、マンホール蓋調査332箇所、管口カメラ調査工347
箇所【延長8,192m】）及び長寿命化計画に基づく蓋替工事を実施した。 

B 

R2 ・社会資本整備総合交付金を活用し、管路施設ストックマネジメント改築計
画を策定した。また、汚水管路調査（TVカメラ調査1.8km、マンホール蓋

調査80箇所）を実施した。 

B 

R3 ・社会資本整備総合交付金を活用し、人孔の劣化調査及び改築基本設計、管
路の改築実施設計、汚水管路調査（TVカメラ調査3.4km、マンホール蓋調
査123箇所、管口カメラ調査78箇所）を実施した。 

A 

（
４
）
浄
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ポ
ン
プ
場
長
寿
命
化
改
築
更
新 

老朽化の進む浄化センター

およびポンプ場の長寿命化
計画を策定し、長寿命化に向
けた改築更新を行います。 

H26 ・浄化センター機械濃縮設備及び西浜町ポンプ場他機械電気設備の改築更新

工事を完了した。 
平成24年度修繕費に対して43％削減した。 

A 

H27 ・平成27年度は、浄化センター送風機設備の改築更新工事を完了した。 
 修繕費を平成24年度修繕費に対して48％を削減した。 

A 

H28 ・平成28-29年度の２箇年で、浄化センター汚泥処理設備の改築更新工事を
実施中。 

 修繕費を平成24年度修繕費に対して43％を削減した。 

A 

H29 ・平成28-29年度の2箇年で、浄化センター汚泥処理設備の改築更新工事が完

了した。 
 修繕費を平成24年度修繕費に対して60％を削減した。 

A 

H30 ・修繕費を平成24年度修繕費に対して55％削減した。 A 

R元 ・修繕費を平成24年度修繕費に対して32％削減した。 B 

R2 ・修繕費は平成24年度修繕費より増加した。 C 

R3 ・浄化センター水処理設備改築更新、中ノ浜ﾎﾟﾝﾌﾟ場水処理設備等改築更新
について、日本下水道事業団と工事委託契約を締結した。しかし、工事の

入札が不調となったため、一部事業を繰越している。 

B 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

３
．
騒
音
・
振
動
対
策 

（
１
）
航
空
機
騒
音
な
ど
対
策 

快適な住環境空間を確保す
るため、九州防衛局や航空自

衛隊芦屋基地などの関係機
関に対して働きかけを行い
ます。また、飛行訓練日など

を広報、ホームページに掲載
し、住民の理解および周知を
図ります。さらに、騒音によ

る生活上の障害緩和のため
山鹿地区テレビ受信料補助
金の交付や町単独で航空機

騒音測定を行います。 

H26 ・九州防衛局や芦屋基地への要望行動 
・飛行訓練日などを広報、ＨＰに掲載 

・山鹿地区テレビ受信料補助金の交付 
・航空機騒音測定の実施 
 山鹿小学校：49db 花美坂公民館：48db 江川台公民館：51db 芦屋競艇

場駐車場：64db 

A 

H27 ・九州防衛局や芦屋基地への要望行動  
・飛行訓練日などを広報、ＨＰに掲載 
・山鹿地区テレビ受信料補助金の交付 

・航空機騒音測定の実施 
 山鹿小学校：50db 花美坂公民館：48db 江川台公民館：51db 幸町公民
館：46db 

A 

H28 ・九州防衛局や芦屋基地への要望行動を実施した。 

・飛行訓練日などを広報、ＨＰに掲載した。 
・山鹿地区テレビ受信料補助金を交付した。 

A 

H29 ・九州防衛局や芦屋基地への要望行動を実施した。 
 （住宅防音工事の対象時期・区域の見直し、機能復旧工事の予算拡大要望、

ＮＨＫ放送受信料補助制度の対象地域拡大、対象区域外の騒音測定） 
・飛行訓練日などを広報、ＨＰに掲載した。 
・山鹿地区テレビ受信料補助金を交付した。 

A 

H30 ・広報、ホームページを活用し、訓練内容について住民周知を図った。（年

12回） 
・九州防衛局及び航空自衛隊芦屋基地へ要望書を提出した。 
・芦屋町テレビ受信料補助金を交付した。（1,569件 10,491,927円） 

B 

R元 ・広報紙に年11回、ホームページを活用し、訓練内容について住民周知を図

った。 
・九州防衛局及び航空自衛隊芦屋基地へ要望書を提出した。 
・芦屋町テレビ受信料補助金を交付した。（1,644件 11,664,829円） 

A 

R2 ・広報紙に年12回、また、ホームページに併せて訓練内容を掲載し、住民周

知を行った。 
・九州防衛局及び航空自衛隊芦屋基地へ要望書を提出した。 
・芦屋町テレビ受信料補助金を交付した。（1,623件、11,323,532円） 

A 

R3 ・広報紙に飛行訓練日等を毎月掲載するとともに、ホームページにも訓練内

容を掲載し、住民周知を行った。 
・九州防衛局及び航空自衛隊芦屋基地へ要望書を提出した。 
・芦屋町テレビ受信料補助金を交付した。（1,651件、11,373,333円） 

・航空機騒音測定を実施し、騒音レベルが国の定める環境基準値内にあるこ
とを確認した。（町内4地点で実施） 

A 

（
２
）
騒
音
規
制
法
及
び
振
動
規
制
法
に
基
づ
く
指
導 

騒音規制法や振動規制法に
基づく規制や基準を遵守す

るよう事業者に指導します。 

H26 ・競艇選手宿舎（山鹿）解体工事時に近隣住民からの苦情により解体業者に
注意・指導を行なった。 

A 

H27 ・騒音規制法や振動規制法に基づく苦情等がなかったため、事業者に指導す

る必要がなかった。 

評価なし 

H28 ・騒音規制法や振動規制法に基づく苦情等がなかったため、事業者に指導す
る必要がなかった。 

評価なし 

H29 ・騒音規制法や振動規制法に基づく苦情等がなかったため、事業者に指導す
る必要がなかった。 

評価なし 

H30 ・騒音規制法や振動規制法に基づく苦情等がなかったため、事業者に指導す

る必要がなかった。 

評価なし 

R元 ・騒音規制法や振動規制法に基づく苦情等がなかったため、事業者に指導す
る必要がなかった。 

評価なし 

R2 ・騒音規制法や振動規制法に基づく苦情がなかったため、事業者に指導する
必要がなかった。 

評価なし 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

３
．
騒
音
・
振
動

対
策 

（
２
）
騒
音
規
制
法

及
び
振
動
規
制
法

に
基
づ
く
指
導 

騒音規制法や振動規制法に
基づく規制や基準を遵守す

るよう事業者に指導します。 

R3 ・騒音規制法や振動規制法に基づく苦情ではなかったが、騒音に関する相談
があったため、騒音測定器を購入し調査を行い、発生源の事業所へ防音処

置等の依頼を行った。また、事業所が隣接する自治体にあるため、協力し
て対処依頼を行った。 

A 

４
．
循
環
型
社
会
の
形
成 

（
１
）
ご
み
の
分
別
化
・
減
量
化
対
策
の
推
進 

生ごみ処理容器等購入補助

金などにより、ごみの減量化
を促進します。また、広報や
町ホームページでの情報発

信や分別ガイドブックの作
成などにより、ごみ分別の徹
底を図ります。 

H26 生ごみ処理容器等購入補助金 

 生ごみ処理容器：5個、電動式生ごみ処理機：3機、 
 ダンボールコンポスト セット：29個（内補助金なし1個）、基材のみ：
18個（内補助金なし2個）、発酵促進剤：38個 

C 

H27 ・生ごみ処理容器等購入補助金件数 

 （生ごみ処理容器：1個、電動式生ごみ処理機：0機、 
 ダンボールコンポスト：55個（セット・基材の補助件数）、発酵促進剤：
28個） 

C 

H28 ・生ごみ処理容器等購入補助金件数 

 （生ごみ処理容器：5個、電動式生ごみ処理機：3機、 
 ダンボールコンポスト：53個（セット・基材の補助件数）、発酵促進剤：
29個） 

C 

H29 ・生ごみ処理容器等購入補助金件数 

 （生ごみ処理容器：4個、電動式生ごみ処理機：1機、 
 ダンボールコンポスト：32個（セット・基材の補助件数）、発酵促進剤：
20個） 

C 

H30 ・生ごみ処理容器等購入補助金件数 

 生ごみ処理容器 1個 
 電動式生ごみ処理機 5機 
 ダンボールコンポスト 32個（セット・基材の補助件数） 

 発酵促進剤 20個 

C 

R元 ・生ごみ処理容器等購入補助金 
 生ごみ処理容器 2個 
 電動式生ごみ処理機 5個 

 ダンボールコンポスト 31個（セット・基材の補助件数） 
 発行促進剤 17個 

C 

R2 ・生ごみ処理容器等購入補助金 
 生ごみ処理容器 なし 

 電動式生ごみ処理機 2個 
 ダンボールコンポスト 33個 
 発酵促進剤 8個 

C 

R3 ・生ごみ処理容器等購入補助金 

 生ごみ処理容器 6台 
 電動式生ごみ処理機 4機 
 ダンボールコンポスト 54個（セット・基材の補助個数） 

 発酵促進剤 16個 

A 

（
２
）
資
源
ご
み
対
策
の
推
進 

資源物集団回収団体に対す
る奨励金の交付、分別の周知
の徹底などにより、資源ごみ

のリサイクルを促進します。 

H26 ・資源物集団回収団体数：32団体 
・資源物集団回収事業奨励金の交付金額：2,550,210円 

C 

H27 ・資源物集団回収団体数32団体 
・資源物集団回収事業奨励金の交付金額 2,706,850円 

C 

H28 ・資源物集団回収団体数：32団体 

・資源物集団回収事業奨励金の交付金額：2,650,730円 

C 

H29 ・資源物集団回収団体数：32団体 
・資源物集団回収事業奨励金の交付金額：2,371,800円 

B 

H30 ・資源物集団回収団体数 33団体 
・資源物集団回収事業奨励金の交付金額 2,205,690円 

B 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

４
．
循
環
型
社
会
の

形
成 

（
２
）
資
源
ご
み 

対
策
の
推
進 

 R元 ・資源物集団回収団体数 31団体 
・資源物集団回収事業奨励金の交付金額 1,999,010円 

B 

R2 ・資源物集団回収団体数 32団体 

・資源物集団回収事業奨励金の交付金額 1,772,600円 

B 

R3 ・資源物集団回収団体数 29団体 
・資源物集団回収事業奨励金の交付金額 1,593,630円 

B 

４
．
循
環
型
社
会
の
形
成 

（
３
）
拠
点
回
収
の
推
進 

ペットボトル、紙パック、食
品トレイ、衣類、古紙、電池、

蛍光灯、小型家電を対象に拠
点回収を推進します。 

H26 ・課内で古紙拠点回収の実施に向けて検討を行なったが、具体的な内容は検
討できなかった。 

C 

H27 ・具体的な実施内容（案）を作成し、８月上旬の環境美化推進委員会に諮っ

た。 
・12月上旬の環境美化推進委員会にて、実施内容を決定した。 
・平成28年度から庁舎内での古紙拠点回収を実施することとした。 

B 

H28 ・平成28年度から庁舎内での古紙拠点回収を実施した。 

 ダンボール、雑誌、新聞の合計 11,040kg 

A 

H29 ・庁舎内での古紙拠点回収を実施した。 
 ダンボール、雑誌、新聞の合計 19,900kg 

A 

H30 ・庁舎内での古紙拠点回収を実施した。 
 ダンボール、雑誌、新聞の合計 15,380kg 

A 

R元 ・庁舎内での古紙拠点回収を実施した。 

 ダンボール、雑誌、新聞の合計 14,880kg 

A 

R2 ・庁舎内での古紙拠点回収を実施した。 
 ダンボール、雑誌、新聞の合計 24,690kg 

A 

R3 ・庁舎内での古紙拠点回収を実施した 

 ダンボール、雑誌、新聞の合計 23,330kg 

A 

（
４
）
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル 

 

廃
棄
物
処
理 

町有公共施設におけるＰＣ
Ｂ廃棄物を適正に処理しま

す。また、事業者に対してＰ
ＣＢを含む機器の適正処理
を啓発します。 

H26 町が保有する低濃度ＰＣＢ廃棄物を適正に処理した。 
※平成24・25年度 高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理完了 

※平成26年度 低濃度ＰＣＢ廃棄物の処理完了 

A 

H27 ・事業者に対してＰＣＢを含む機器の適正処理をホームページにて啓発し
た。 

・平成26年度までに町が保有するＰＣＢ廃棄物（低濃度を含む）適正に処理

したが、小学校にＰＣＢ廃棄物保管が判明した。 

A 

H28 ・事業者に対してＰＣＢを含む機器の適正処理をホームページにて啓発し
た。 

・平成26年度までに町が保有するＰＣＢ廃棄物（低濃度を含む）適正に処理

したが、小学校にＰＣＢ廃棄物保管が判明した。 

A 

H29 ・事業者に対してＰＣＢを含む機器の適正処理をホームページにて啓発し
た。 

・平成26年度までに町が保有するＰＣＢ廃棄物（低濃度を含む）適正に処理

したが、芦屋小学校及び芦屋中学校にＰＣＢ廃棄物保管が判明した。⇒ 
適正に処理を行った。 

A 

H30 ・事業者に対してPCBを含む機器の適正処理を広報誌にて啓発した。 
・平成26年度までに町が保有するPCB廃棄物（低濃度を含む）を適正に処理

したが、その後、学校や総合体育館でPCB廃棄物の保管が判明した。⇒適
正に処理を行った。 

A 

R元 ・事業者に対してPCBを含む機器の適正管理を広報誌にて啓発した。 A 

R2 ・PCBを使用した機器の処理に関して、ホームページに掲載をした。 A 

R3 ・PCBを使用した機器の処理に関して、ホームページに掲載をした。 A 

 

(PCB) 
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快適環境分野 快適な地域環境を創出します 

 

取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
確
保 

（
１
）
城
山
公
園
整
備 

城山公園を整備し、適切な維

持管理を行うことで、来園者
の安全性を高めるとともに、
公園の利用促進を図ります。 

H26 ・園路、転落防止柵の改修 

・唐戸側急傾斜地点点検測量業務委託の発注は行なったが、次年度に繰越し
た。 

B 

H27 ・唐戸側急傾斜地点点検測量業務委託及び法面下部対策工事の実施設計を実
施。 

・法面下部対策工事の実施設計に伴い、町有地と民有地の境界立会を実施。 

A 

H28 ・唐戸側急傾斜地点点検測量委託の結果に基づき対策工事を実施した。 
・巡回等で得た現状をもとに、公園施設の改修に向けた検討を実施した。 

A 

H29 ・城山公園維持管理委託の実施。 

・巡回等で得た現状をもとに、公園施設の改修に向けた検討を実施した。 

A 

H30 ・城山公園維持管理委託の実施 
・巡回等で得た現状をもとに、公園施設の改修に向けた検討を実施した。 

B 

R元 ・城山公園維持管理委託の実施 
・巡回等で得た現状をもとに、公園施設の改修に向けた検討を実施した。 

B 

R2 ・公園維持管理委託の実施 
・老朽化したトイレの補修を実施 
・老朽施設の撤去を検討したが、費用が高額であったため予算計上できなか

った。 

A 

R3 令和4年度法面調査実施に向けた事前準備を行った。 A 

（
２
）
魚
見
公
園
と
周
辺
整
備 

自然あふれる魚見公園散策
道路や展望所の整備を行い、

周辺既存施設（マリンテラス
あしや・釜の里・歴史の里・
サイクリング道路・海の駅な

ど）への回遊性を高めること
で来園者の利用促進を図り
ます。 

H26 ・魚見公園維持管理委託の実施 
・魚見公園散策路等の整備内容の検討 

C 

H27 ・魚見公園維持管理委託の実施 

・魚見公園散策路等の整備内容の検討 

C 

H28 ・魚見公園の巡回（月1回→2週1回） 
・魚見公園維持管理委託の実施 
・園内散策路等の整備及び改修に向けた補助メニュー調査を実施した。 

A 

H29 ・魚見公園維持管理委託の実施 

・梅林公園急傾斜地点検測量委託の実施 
・園内散策路等の整備及び改修に向けた補助メニュー調査を実施した。 

A 

H30 ・魚見公園維持管理委託の実施 
・梅林公園急傾斜地改修工事実施設計委託 

・魚見公園展望台転落防止工事 
・魚見公園園路改修工事 
・梅林公園高木剪定業務委託 

・散策路等の整備及び改修に向けた補助メニュー調査を実施した。 

A 

R元 ・魚見公園維持管理委託の実施 
・梅林公園急傾斜地改修工事 
・梅林公園高木剪定業務委託 

・魚見公園第２展望台及びマリンテラス周辺剪定業務委託 
・散策路等の整備及び改修に向けた補助メニューの調査 

A 

R2 ・公園維持管理委託の実施 
・魚見公園内散策路の改修計画の検討 

A 

R3 ・基本計画を策定した。 A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
確
保 

（
３
）
夏
井
ヶ
浜
周
辺
整
備 

はまゆう自生地周辺の夏井
ヶ浜地区を景観地として一

帯的な整備を行います。 

H26 ・はまゆう公園周辺整備基本・実施設計委託を実施した。 A 

H27 ・はまゆう公園周辺整備（第1期）の実施。 A 

H28 ・釜風呂跡地の整備のため、はまゆう公園周辺整備工事（第2・3期）を実施

した。 

A 

H29 ・はまゆう公園および周辺の清掃・管理業務委託の実施 
・はまゆう公園に恋人のための南京錠掛モニュメントの設置 
・釜風呂跡地中期整備に向けた、補助メニューの調査の実施 

A 

H30 ・はまゆう公園及び周辺の清掃、管理業務委託の実施 

・観光拠点として、展望台の中期整備にむけて補助メニューの調査。 

A 

R元 ・はまゆう公園及び周辺の清掃、管理業務委託の実施 
・はまゆう公園展望台の植栽植替え 
・観光拠点として、展望台の中期整備にむけて補助メニューの調査を行う。 

A 

R2 ・はまゆう公園及び周辺の清掃、管理業務委託の実施 

・はまゆう公園展望台の植栽植替え 
・展望台の中期整備にむけて引き続き補助メニューの調査を行う。 

B 

R3 ・はまゆう公園及び周辺の清掃、管理業務委託の実施 
・展望台の中期整備に向けて過去の事績を整理した。 

B 

（
４
）
中
央
公
園
の
整
備 

住民にとって利用しやすい

公園を検討し、将来の維持管
理が容易な公園になること
を目的にリニューアル整備

を行い、維持管理に努めま
す。 

H26 ・公園整備の実施設計のため防衛省の防衛施設周辺民生安定施設整備事業補

助金申請を行なった。 

A 

H27 ・実施設計による本工事費用の算定を12月までに終わらせ、平成28年度の本
工事の補助金申請を行った。 

A 

H28 ・本工事費用の算定を平成28年度内に終わらせ、補助金入金も完了した。 A 

H29 ・本工事費用の算定を平成28年度内に終わらせ、補助金入金も完了した。 A 

H30 ・平成28年度に完了 － 

R元 ・平成28年度に完了 － 

R2 ・平成28年度に完了 － 

R3 ・平成28年度に完了 － 

（
５
）
緑
化
の
推
進 

芦屋町緑化推進協議会を通
じて、緑豊かな環境づくりを
進めるために住民の緑化意

識の高揚を図ります。 

H26 ・2団体に補助金を支給し、植樹を実施させた。 
・浜口・高浜林帯に松の植樹、あしや砂像展会場にコニファーなどの植樹を

実施させた。 

A 

H27 ・1団体に補助金を支給し、植樹を実施させた。 

・あしや砂像展会場にサルビア・マリーゴールドなどの植樹を実施させた。 

A 

H28 ・1団体に補助金を支給し、花植えを実施させた。 
・あしや砂像展会場にアキランサス・ジャノヒゲなどの花植えを実施させた。 

A 

H29 ・花植えを実施する団体に補助金を支給し、予定どおり花植えが実施された。 
・あしや砂像展会場にアキランサス・ジャノヒゲなどの花植えを実施した。 

A 

H30 ・花植えを実施する団体に補助金を支給し、予定どおり花植えが実施された。 A 

R元 ・町内の緑化を推進する団体に補助金を支給し、予定どおり花植えが実施さ

れた。 

A 

R2 ・町内の緑化を推進する団体に補助金を支給し、予定どおり花植えが実施さ
れた。 

A 

R3 ・町内の緑化を推進する団体に補助金を支給し、予定どおり花植えが実施
された。 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
確
保 

（
６
）
街
路
樹
の
維
持
管
理 

道路環境保全のため、年次計
画を策定し維持管理を行い

ます。 

H26 ・計画どおり実施した。 
 （竹並芦屋１号線Ｎ＝43本、竹並芦屋２号線Ｎ＝33本） 

A 

H27 ・予定通り実施した。 

 （芦屋・水巻線Ｎ＝261本、江川台１号線Ｎ＝52本） 

A 

H28 ・予定どおり実施した。 
 （高浜町18号線 高木剪定Ｎ＝42本、山鹿26号線外 高木剪定Ｎ＝85本、 伐
採N=4本） 

A 

H29 ・予定どおり実施した。 

 （江川台1号線 高木剪定Ｎ＝50本 伐採N=１本、竹並芦屋２号線 高木剪定
Ｎ＝33本、幸町・海岸線 高木剪定N=42本、田屋・平石線 伐採N=１本、は
まゆう団地２号線 高木剪定N=１本、芦屋・水巻線 伐採N=１本、山鹿26

号線 伐採N=１本） 

A 

H30 ・予定通り実施した。 
 （山鹿26号線外 高木剪定Ｎ＝83本、高浜18号線 高木剪定Ｎ＝42本、芦屋・
水巻線 高木剪定Ｎ＝26本） 

A 

R元 ・竹並芦屋2号線、江川台1号線については予定通り実施した。 

 （竹並芦屋2号線 Ｎ＝33本、江川台1号線 Ｎ＝50本） 
・芦屋・水巻線については生育状況から当年度での実施を見送った。 

B 

R2 ・高浜18号線、竹並芦屋2号線については予定通り実施した。 
 （高浜町18号線 Ｎ＝43本、竹並芦屋2号線  Ｎ＝40本 

・芦屋・水巻線については生育状況から剪定が必要な樹木N=49本について実
施した。 

※芦屋・水巻線については、昨年度生育状況を調査した結果、全体本数が

N=104本となっています。 

B 

R3 ・江川台1号線については予定通り実施した。 
 （江川台1号線 Ｎ＝48本） 
・緑ヶ丘・浜口線、浜口町・西川線については、発育状況から剪定の実施を

1年延長し、令和4年度に剪定を実施する。 

B 

２
．
良
好
な
水
辺
空
間
の
創
出 

（
１
）
親
水
空
間
の
整
備 

安全を確保したうえで、遠賀
川、西川などが水にふれあえ
る空間となるような整備を

河川管理者に要請します。 

H26 ・町として要請すべき必要がある河川整備事業が生じなかったため、河川管
理者に要請しなかった。 

A 

H27 ・町として要請すべき必要がある河川整備事業が生じなかったため、河川管
理者に要請しなかった。 

評価なし 

H28 ・町として要請すべき必要がある河川整備事業が生じなかったため、河川管

理者に要請しなかった。 

評価なし 

H29 ・町として要請すべき必要がある河川整備事業が生じなかったため、河川管
理者に要請しなかった。 

評価なし 

H30 ・町として要請すべき必要がある河川整備事業が生じなかったため、河川管
理者に要請しなかった。 

評価なし 

R元 ・町として要請すべき必要性がある河川整備事業が生じなかった。 評価なし 
R2 ・町として要請すべき必要性がある河川整備事業が生じなかった。 評価なし 
R3 ・町として要請すべき必要性がある河川整備事業が生じなかった。 評価なし 

（
２
）
海
浜
公
園 

整
備 

芦屋海浜公園の魅力をさら
に高めるため、芝生広場にお

ける遊具などの整備・拡充を
行っていきます。 

H26 ・健康遊具の設置（5基） 
・大型コンビネーション遊具の改修（1年目） 

・海浜公園入口バリカーの改修 

A 

H27 ・既存大型複合遊具の改修   
・新規大型複合遊具の設置 

A 

H28 ・既存大型複合遊具の改修を実施した。 
・来園者の増加を図るため、海浜公園の魅力をホームページや広報などへ掲

載、各イベント時にPRを実施した。 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
良
好
な
水
辺
空
間
の
創
出 

（
２
）
海
浜
公
園
整
備 

芦屋海浜公園の魅力をさら
に高めるため、芝生広場にお

ける遊具などの整備・拡充を
行っていきます。 

H29 ・指定管理者による公園の管理運営の実施 
・海浜公園複合遊具点検の実施 

・枯松の伐木により、海岸からの飛砂の影響がひどいため、海岸の管理者で
ある県と協議していきながら、植樹などの検討を進めていく。 

A 

H30 ・指定管理者による公園の管理運営の実施 
・わんぱーく複合遊具点検の実施 

・利用者促進に向けたトイレ等の老朽施設の改修ための補助メニューの調
査。 

A 

R元 ・指定管理者による公園の管理運営の実施。 
・既存遊具の補修の実施。 

・わんぱーく内に新規パーゴラ設置 
・来園者の増加を図るため、海浜公園の魅力をホームページや広報への掲載、

各イベント時のPR方法について指定管理者と協議を実施 

A 

R2 ・指定管理者による公園の管理運営の実施。 

・長寿命化計画の策定。 
・防犯街灯の設置。 

B 

R3 ・指定管理者による講演の管理運営の実施。 
・公園内の不具合箇所の改修。 

・長寿命化計画に基づく整備に関する社交金申請事務。 

A 

（
３
）
遠
賀
川
流
出
ご
み
対
策
の
促
進 

国、県、遠賀川流域市町村で
のごみ流出の発生源対策や
協力体制の仕組みの構築を

要望するとともに、漂着ごみ
があった場合の費用負担を
国、県に要望します。 

H26 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：3回 
（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）
時に要望を行った。） 

A 

H27 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：3回 

（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）
時に要望を行った。） 

A 

H28 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：3回 
（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）

時に要望を行った。） 

A 

H29 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出した回数：3回 
（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）
時に要望を行った。） 

A 

H30 ・福岡県（県土整備事務所連絡会議等）へ要望書を提出する回数：3回 

（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）
時に要望を行った。） 

A 

R元 ・国及び県に要望書を提出する回数 2回 
※国に要望書を提出する機会が無いため、河川事務所長と町長の意見交換時

に要望を行う。 
河川事務所長意見交換 
自民党県要望 

・遠賀川水系水環境保全・再生推進協議会において、河口堰全開時に、河口
堰全開により町に漂着したごみについて、芦屋町の最終負担額について、
国、県、流域市町村で各々3分の1を負担することを目的とした基金規約が

承認された。（環境住宅課所管） 

A 

R2 ・国や県に要望書を提出する回数：1回 
※国に要望書を提出する機会が無いため、河川事務所長と町長の意見交換時
に要望を行う。 

＜実施＞ 
自民党県要望 

B 

R3 ・国や県を含む遠賀川流域市町村で基金が創設され、令和３年度に費用負担
の問題は改善した。【完了】 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
良
好
な
水
辺
空
間
の
創
出 

（
４
）
不
法
係
留
船
対
策
の
促
進 

遠賀川および西川の重点的
撤去区域内に不法係留して

いる船の撤去を国・県に要請
します。 

H26 ・国や県へ要望書を提出した回数：2回 
（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）

時や会議出席時に要望を行った。） 

A 

H27 ・国や県へ要望書を提出した回数：2回 
（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）
時や会議出席時に要望を行った。） 

A 

H28 ・国や県へ要望書を提出した回数：2回 

（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）
時や会議出席時に要望を行った。） 

A 

H29 ・国や県へ要望書を提出した回数：2回 
（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）

時や会議出席時に要望を行った。） 

A 

H30 ・国や県へ要望書を提出した回数：2回 
（※国へ要望書を提出する機会がないため、河川事務所長の町長訪問（対談）
時や会議出席時に要望を行った。） 

A 

R元 ・国及び県に要望書を提出する回数：2回 

 河川事務所長意見交換 
 遠賀川河口域利用対策協議会 

A 

R2 ・国及び県に要望書を提出する回数：0回 
※国に要望書を提出する機会が無いため、河川事務所長と町長の意見交換時

に要望を行う。 
 河川事務所長意見交換 
※遠賀川河口域利用対策協議会について、令和2年度開催無し。 

C 

R3 ・国及び県に要望書を提出する回数：０回 

※国に要望書を提出する機会が無いため、河川事務所長と町長の意見交換時
に要望を行う。 

 河川事務所長意見交換→意見交換会無し。 

※遠賀川河口域利用対策協議会について、令和3年度開催無し。 

C 

３
．
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成 

（
１
）
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進 

住民ボランティアを募り、街
路花壇への植栽や草取りを
行うことにより、街路景観づ

くりを進めます。 

H26 ・町内約20箇所の花壇及びプランターに年2回花を植え、管理を行った。 A 

H27 ・町内約20箇所の花壇及びプランターに年2回花を植え、管理を行った。 A 

H28 ・町内約20箇所の花壇及びプランターに年2回花を植え、家の周辺に花を植
える方を募集した。しかしながら、花壇の維持管理が一部行き届かなかっ
た。 

B 

H29 ・町内約20箇所の花壇及びプランターに年2回花を植え、家の周辺に花を植

える方を募集した。 

A 

H30 ・町内約20箇所の花壇及びプランターに年2回花を植え、家の周辺に花を植
える方を募集した。 

A 

R元 ・町内約20箇所の花壇及びプランターに年2回花を植え、家の周辺に花を植
える方を募集した。 

A 

R2 ・町内約20箇所の花壇及びプランターに年2回花を植え、家の周辺に花を植

える方を募集した。 

A 

R3 ・町内約20か所の花壇等に年2回花を植えたほか、自治区内で花植えを希望
する方に配布した。 

A 

（
２
）
環
境
保
全
型 

農
業
の
推
進 

景観形成のためのレンゲ・菜
の花の種子購入助成や環境

保全型農業を推進します。 

H26 ・水稲種子助成 328,583円、景観形成レンゲ・菜の花 26,219円 
・環境保全型農業 242,000円（605ａ） 

C 

H27 ・水稲種子助成 315,310円、景観形成レンゲ・菜の花 36,278円 

 環境保全型農業613,600円（767ａ） 
・環境保全型農業については、目標を達成できた。景観形成レンゲ・菜の花

については去年よりも申請額は増加したが、目標は達成できなかった。水

稲種子助成については去年よりも申請額が減額し、目標も達成できなかっ
た。 

C 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

３
．
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成 

（
２
）
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進 

景観形成のためのレンゲ・菜
の花の種子購入助成や環境

保全型農業を推進します。 

H28 ・水稲種子助成 315,310円、景観形成レンゲ・菜の花 22,514円 
・環境保全型農業552,240円（767ａ） 

・環境保全型農業については、目標を達成できた。景観形成レンゲ・菜の花
については去年よりも申請額が減額し、目標も達成できなかった。 

B 

H29 ・景観形成レンゲ・菜の花：8,028円 
・環境保全型農業：767ａ（570,648円） 

・環境保全型農業については、目標を達成できた。景観形成レンゲ・菜の花
については去年よりも申請額が減額した。 

B 

H30 ・景観形成レンゲ・菜の花 10,000円 
・環境保全型農業 752a（589,568円） 

C 

R元 ・景観形成レンゲ・菜の花 取組農家0件 

・環境保全型農業     取組農家3件 取組面積489ａ 

C 

R2 ・景観形成レンゲ・菜の花 取組農家0件 
・環境保全型農業     取組農家3件 取組面積572a 

B 

R3 ・景観形成レンゲ・菜の花 取組農家0件 
・環境保全型農業     取組農家3件 取組面積572a 

B 

（
３
）
土
地
や
建
物
の
適
切
な
管
理 

維持管理が適切

に行われていな
い土地や建物の
所有者に対し、適

切な管理を要請
していきます。 

不
法
投
棄
関
連
以
外 

H26 ①老朽危険家屋解体助成制度を創設し、平成26年度から実施した。 

 活用件数 11件 5,198千円（予算：15件分、7,500千円） 
②中古住宅の解体・新築による定住促進助成制度を創設し、平成26年度から
実施した。 

 活用件数  1件  900千円（予算： 2件分、2,000千円） 

B 

H27 ①老朽危険家屋等解体補助金 
 活用件数 10件 4,383千円（予算：15件分、7,500千円）  
②中古住宅解体後の新築住宅建築補助金 

 活用件数  1件  900千円（予算： 2件分、2,000千円） 
③芦屋町空家等対策協議会 
 設置 H27.5.1 H27年度会議回数 5回 

④芦屋町空家等対策計画 （施行 H28.1.1）  

B 

H28 ①老朽危険家屋等解体補助金 
 活用件数 17件 7,948千円（予算：15件分、7,500千円）  
②中古住宅解体後の新築住宅建築補助金 

 活用件数  3件 2,700千円（予算： 2件分、2,000千円） 
③空家等調査業務の実施（町内空家総数159件うち特定空家4件） 
④空家・空地バンク事業の実施（H29.3.31現在登録件数7件） 

A 

H29 ①老朽危険家屋等解体補助金 

 活用件数 22件 10,410千円 
②中古住宅解体後の新築住宅建築補助金 
 活用件数  6件 4,745千円 

③空家・空地バンク事業の実施（H30.3.31現在登録件数12件） 

A 

H30 ・空き家所有者及び地域住民からの相談件数 25件 
・老朽危険家屋解体補助金 10件 
・中古住宅の解体・新築による定住促進助成制度 2件 

B 

R元 ・空き家所有者及び地域住民からの相談件数 38件(補助金申請者を含む） 

 老朽危険家屋解体補助金の交付 11件 
 中古住宅の解体・新築による定住促進助成制度 1件 
・適正に管理されていない空家等及びその敷地の所有者や関係者に対し、必

要な処置を講ずるように通知し、老朽危険家屋等解体補助金の案内や空家
バンクの案内も併せて行った。 

・町内の固定資産税の課税対象者へ向けて、転出や相続によって将来空家に

なる場合を見据えた「啓発チラシ」を配布した。 

B 
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全
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業
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実
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３
．
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成 

（
３
）
土
地
や
建
物
の
適
切
な
管
理 

維持管理が適切
に行われていな

い土地や建物の
所有者に対し、適
切な管理を要請

していきます。 

不
法
投
棄
関
連
以
外 

R2 ・空き家所有者及び地域住民からの相談件数 50件 
・老朽危険家屋解体補助金の交付 17件 

・中古住宅の解体・新築による定住促進助成制度 0件 
・空家等の適切な管理について通知を送付 
・空家所有者等へ空家になった場合の管理責任について、啓発チラシを送付 

・空家解体補助金制度の延長に伴い、制度の見直しを実施 
・空家所有者等へアンケート調査を実施、処置できない理由や課題などの情

報を収集する。 

A 

R3 ・老朽危険家屋解体補助金件数 28件 

・中古住宅解体後の新築補助金件数 2件 
・空家・空地バンク契約件数 4件 
・相談案件等の解決件数の合計 34件 

A 

不
法
投
棄
関
連 

H26 ・環境美化巡視員による町内巡回を1週間に1日行なった。 

・芦屋町環境美化に関する条例に基づき、適正に管理されていない土地及び
建物の占有者に対して必要な処置を講ずるよう通知した。 

A 

H27 ・環境美化巡視員による町内巡回を1週間に1日行なった。 
・芦屋町環境美化に関する条例に基づき、適正に管理されていない土地及び

建物の占有者に対して必要な処置を講ずるよう通知した。 

A 

H28 ・環境美化巡視員による町内巡回を1週間に1日行なった。 
・芦屋町環境美化に関する条例に基づき、適正に管理されていない土地及び

建物の占有者に対して必要な処置を講ずるよう通知した。 

A 

H29 ・環境美化巡視員による町内巡回を1週間に1日行なった。 

・芦屋町環境美化に関する条例に基づき、適正に管理されていない土地及び
建物の占有者に対して必要な処置を講ずるよう通知した。 

A 

H30 ・環境美化巡視員による町内巡回を1週間に1日行なった。 
・適正に管理されていない土地及び建物の占有者に対して、不法投棄をされ

ないよう必要な処置を講ずるように通知した。 

A 

R元 ・環境美化巡視員による町内巡回を1週間に1回実施した。 
・適正に管理されていない土地及び建物の占有者に対して、不法投棄をされ

ないよう必要な処置を講ずるように通知した。 

A 

R2 ・環境美化巡視員による町内巡回を1週間に1回行った。 

・適正に管理されていない土地及び建物の占有者に対して、不法投棄をされ
ないよう必要な処置を講ずるように通知を行った。 

A 

R3 ・環境美化巡視員による町内巡回を1週間に1回行った。 
・適正に管理されていない土地等の所有者に対して、不法投棄をされないよ

う必要な処置を講ずるように通知を行った。不法投棄に困っている所有者
には、不法投棄を禁止する掲示物の提供を行った。 

A 

（
４
）
屋
外
広
告
物
の
規
制 

屋外広告物を適正に管理す
ることにより、美観風致の維

持を図ります。 

H26 ・違反広告物の解消 0件 
※H27.5.1時点で2件は許可申請済み 

B 

H27 ・違反広告物の解消：違反広告物なし。屋外広告物の更新：12件 A 

H28 ・違反広告物の解消：違反広告物なし 

・屋外広告物の更新：100％(継続1件) ※他、新規3件あり 

A 

H29 ・違反広告物の解消：違反広告物なし 
・屋外広告物の更新：100％(継続5件) ※他、新規3件あり 

A 

H30 ・違反広告物の解消：違反広告物なし 
・屋外広告物の更新：38％(継続5件) ※他、新規1件あり 

C 

R元 ・違反広告物の解消：3件 

・屋外広告物の更新：100％(継続4件) 

B 

R2 ・違反広告物の解消：1件 
・屋外広告物の更新：100％(継続6件、除却1件) 

A 

R3 ・違反広告物の解消：100％（違反広告物なし） 
・屋外広告物の更新：100％(継続10件、除却1件) 

A 
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取
り
組
み
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方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
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（
全
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事
業
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事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

４
．
歴
史
的
資
源
の
保
全
・
活
用 

（
１
）
町
内
所
在
文
化
財
の
保
護 

町内所在文化財の適切な保

護を図ります。 

H26 ・町内所在の有形文化財については適時保護パトロールを行った。また、町

内の民俗行事等について講座等の必要な支援を講じた。また、川ひらたに
ついては専門的な見地に基づき、修理計画書を作成した。 

B 

H27 ・町内所在の有形文化財については適時保護パトロールを行った。また、町

内の民俗行事について講座等の必要な支援を講じた。また、川ひらたにつ
いては専門的な補修計画に基づき、補修工事を行った。 

B 

H28 ・町内所在の有形文化財については適時保護パトロールを行った。 
・町内の民俗行事について講座等の必要な支援を講じた。 

・川ひらたについて、27年度に実施した川ひらた補修工事を補完する川ひら
た上屋補修工事を実施し、適切な保存を図った。 

・県指定天然記念物の千光院の大ソテツ（個人所有）について、支柱の新設・

移設及び園路の整備工事実施にあたり、町の補助金条例に基づいて助成を
行った。 

B 

H29 ・町内所在の有形文化財については適時保護パトロールを行った。 
・町内の民俗行事について講座等の必要な支援を講じた。 

B 

H30 ・町内所在の有形文化財については適時保護パトロールを行った。また町内

の民俗行事について講座等の必要な支援を行った。 

B 

R元 ・町内所在の有形文化財については適時保護パトロールを行った。また町内
の民俗行事について講座等の必要な支援を行った。 

B 

R2 ・町内所在の有形文化については適時保護パトロールを行い、必要な個所に
ついては清掃等を行った。また町内の民俗文化財について必要な支援を行

った。 

B 

R3 ・町内所在の有形文化については適時保護パトロールを行い、必要な箇所に
ついては、清掃等を行った。また町内の民俗文化財について必要な支援を
行った。 

B 

（
２
）
文
化
財
の
情
報
発
信 

町内の豊富な文化財の情報

発信を積極的に行います。 

H26 ・特別展「芦屋にみる飛行機の進化展」「山鹿素行展」を実施（3,781名来

館）。 
・歴史探訪ツアー（58名参加）、化石探検（103名参加）、わら馬講習会（13

名参加）、土鈴づくり講座（12名参加）を実施した。 

B 

H27 ・特別展「復興芦屋釜と金屋遺跡展」（1,371名）、「芦屋の役者展」（1,184

名）※「芦屋の役者展」は28年5月まで実施したため、年度をまたぐ。 
・歴史探訪ツアー（58名参加）、化石探検（55名参加）、自然観察会（23
名参加）、わら馬講習会（13名参加）、土器づくり講座（15名参加）を実

施した。 

B 

H28 ○特別展・・・「昭和の暮らし展」（4,353名）、「お手柄！団兵衛さん展」
（754名） 

（※「お手柄！団兵衛さん展」は29年5月まで実施したため、28年度分実績

とする。） 
○その他講座等・・・歴史探訪ツアー（59名参加）、化石探検（73名参加）、
わら馬講習会（8名参加）、歴史体験講座（19名参加）を実施した。 

○ホームページの変更 
・歴史の里のホームページの掲載内容の全面的な見直しを行った。 

B 

H29 ○特別展・・・「引き札展」（1,990名）、「杉山家の人々」（619名） 
（※「杉山家の人々」は30年5月まで実施のため、29年度分（2/6～3/31）の

みの実績数。） 
○その他講座等・・・歴史探訪ツアー（54名参加）、化石探検（36名参加）、
わら馬講習会（6名参加）、自然観察会（15名参加）、歴史体験講座（12

名参加）を実施した。 
○ホームページの変更 
・県・町指定文化財の一覧などの情報を掲載できなかった。 

B 

 
 
 



芦屋町環境基本計画（資料編） 
 108 

 

取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

４
．
歴
史
的
資
源
の
保
全
・
活
用 

（
２
）
文
化
財
の
情
報
発
信 

町内の豊富な文化財の情報

発信を積極的に行います。 

H30 ・特別展 「古地図展～古地図でたどるおかみさんの旅日記」（2,166名）、

「8年目の3.11～大津波から甦る財たち」（728名） 
・その他講座等 歴史探訪ツアー（59名）、化石探検（116名）、わら馬講
習会（13名）、歴史体験講座（11名） 

・特別展や体験講座に関する情報をＨＰ等で周知した。 

B 

R元 ・特別展 「遠賀川物語～川の流れと船が綴った歴史～」（2,007名）、「吉
田家の男達 吉田磯吉と吉田敬太郎 信念の政治家」（441名） 

・その他講座等 歴史探訪ツアー（59名）、化石探検（61名）、わら馬講習
会（16名） 

・特別展や体験講座に関する情報をＨＰ等で周知した。 

B 

R2 ・「吉田家の男達 吉田磯吉と吉田敬太郎 信念の政治家」（入館者1,440

名） 
・コロナ禍による臨時休館のため「芦屋幻視行 夢幻能砧と百鬼夜行の世界」

展は中止となった。 

但し、令和2年2月4日～5月17日までの開催であった「吉田展」を10月4日
まで期間延長とした。 

・「田中繁吉 家族の肖像展」令和3年3月9日～開催中（8/29まで） 

コロナ禍による臨時休館のため、令和3年2月2日からの開催予定が令和3
年3月9日からに変更された。 

・その他講座等 コロナ禍の影響により企画事業のほとんどは実施できなか

った。 
実施：歴史体験講座8/8（11名）、疫病退散ツアー11/22（8名） 
中止：歴史探訪バスツアー（4/25・10/24・11/28）、化石探検（5/31）、

八朔わら馬講座（6/28）、史跡巡り（11/7） 

B 

R3 ・「田中繁吉 家族の肖像展」令和3年3月9日(火)～8月29日(日)：入館者 729
名 

・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、5月12日～6月20日と8月8日～

9月30日は臨時休館。 
・「矢野倖一展 探求心と技術者の魂」令和3年10月27日(水)～令和4年1月
30日(日)：入館者1,914名 

・町制施行130周年記念「芦屋かるた」の制作（120周年版の一部リニューア
ル） 

・その他講座等 コロナ禍の影響により、多くの企画事業が中止となり実施

できなかった。 
実施：化石探検(5/8)：30名、わら馬づくり講習会(6/27)：14名 
中止：郷土史跡めぐり(6/13、9/26)、大珠(勾玉)づくり講習会(8/7)、歴

史探訪バスツアー(11/13、12/11、3/5) 

B 

４
．
歴
史
的
資
源
の
保
全
・
活
用 

（
３
）
鋳
物
師
独
立
支
援
事
業 

芦屋釜の復興を実現するた
め、長期的な計画を策定し、
鋳物師の独立を支援します。 

H26 ・鋳物師支援の一環として、町外への周知は順調に進んでいる。町内での認
知度を高める方法を模索する必要がある。芦屋釜の里の将来的あり方等の
方針が決定していないこともあり、『鋳物師地場化計画（第2期）』（改

訂版）、『第2次芦屋釜の里振興計画』（平成27年度～36年度）の策定が
遅れている。27年度に持ち越して実施する。 

C 

H27 ・『鋳物師地場化計画（第2期）』（改訂版）、『第2次芦屋釜の里振興計画』
の策定が遅れている。 

C 

H28 ・町の各種計画『鋳物師地場化計画（第2期）』（改訂版）、『第2次芦屋釜

の里振興計画』の策定が遅れている。 

C 

H29 ・町の各種計画『鋳物師地場化計画（第3期）』、『第2次芦屋釜の里振興計
画』の策定が遅れている。 

C 

H30 ・『芦屋鋳物師地場化推進計画』を策定。『第2次芦屋釜の里振興計画』を
策定。 

A 

R元 ・工房業務従事者（1名）を採用。工房用地取得。 B 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

４
．
歴
史
的
資
源
の
保
全
・
活
用 

（
３
）
鋳
物
師
独
立
支
援
事
業 

芦屋釜の復興を実現するた

め、長期的な計画を策定し、
鋳物師の独立を支援します。 

R2 ・鋳物師の工房建設のための土地造成を行った。また、令和2年10月より用

地の賃貸借契約を行った。 
・鋳物師養成員の独立に向け、工房使用許可の条件整備を行った。また、独

立記念企画展を実施した。 

・工房業務従事員の基本技術の習得に取り組んだ。 

A 

R3 ・芦屋釜製作工房の工房オープン及びギャラリーオープン（令和4年3月）を
支援した。 

※内覧会準備、工房・ギャラリーオープン記念企画展実施、紹介記事掲載（HP、
インスタグラム、チラシ設置） 

・令和3年4月に独立した鋳物師の顧客開拓のための周知活動を支援した。 

※紹介記事掲載（HP、インスタグラム、チラシ設置）、初個展（令和3年11
月）の周知（HP、インスタグラム、チラシ設置） 

・工房業務従事員の釜の基礎技術及び基礎知識習得の指導・支援を行った。 

※工房鋳物師指導委託及び鋳物技術アドバイザー委託を活用して指導を行
った。 

A 
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地球環境分野 地球温暖化の緩和に地域から貢献します 

 

取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進 

（
１
）
芦
屋
町
地
球
温
暖
化
防
止
（
環
境
保
全
）
実
行
計
画
の
推
進 

計画に基づいて、公共施設の

電気や燃料などの使用量を
抑制し、二酸化炭素の排出削
減に努めます。 

H26 ・前年度進捗状況公表（広報誌掲載）を実施した。 

・芦屋町環境保全実行計画の進捗状況調査（上半期・全体 年2回）を実施
した。 

・芦屋町環境保全実行計画推進会議（年1回）を開催した。 

A 

H27 ・芦屋町地球温暖化防止（環境保全）実行計画（第4期：計画期間 平成28

年度～平成32年度）を策定した。 
・前年度進捗状況公表（広報誌掲載）を実施した。 
・芦屋町環境保全実行計画の進捗状況調査（上半期・全体 年2回）を実施

した。 
・芦屋町環境保全実行計画推進会議（年1回）を開催した。 

A 

H28 ・前年度進捗状況公表（広報誌掲載）を実施した。 

・芦屋町環境保全実行計画の進捗状況調査（上半期・全体 年2回）を実施
した。 

・芦屋町環境保全実行計画推進会議（年1回）を開催した。 

A 

H29 ・芦屋町環境保全実行計画の進捗状況調査（上半期・全体 年2回）を実施

した。 
・芦屋町環境保全実行計画推進会議（年1回）を開催した。 

B 

H30 ・芦屋町環境保全実行計画の進捗状況調査（上半期・全体 年2回）を実施
した。 

・芦屋町環境保全実行計画推進会議（年1回）を開催した。 

B 

R元 ・前年度進捗状況公表（広報誌掲載）を実施した。 
・芦屋町地球温暖化防止（環境保全）実行計画の進捗状況調査（上半期・全

体 年2回）を実施した。 

・芦屋町地球温暖化防止（環境保全）実行計画推進会議（年1回）を開催し
た。 

A 

R2 ・前年度進捗状況公表（広報誌掲載）を実施した。 
・芦屋町地球温暖化防止（環境保全）実行計画の進捗状況調査（上半期・全

体 年2回）を実施した。 
・芦屋町地球温暖化防止（環境保全）実行計画推進会議（年1回）を開催し
た。 

A 

R3 ・前年度進捗状況公表（広報誌掲載）を実施した。 

・芦屋町地球温暖化防止（環境保全）実行計画の進捗状況調査（上半期・全
体 年2回）を実施した。 

・芦屋町地球温暖化防止（環境保全）実行計画推進会議（年1回）を開催し

た。 

A 

（
２
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
提
供 

環境家計簿の普及など住民、
事業者の節電や燃料消費の
削減などの省エネルギー意

識を啓発するために、情報提
供を進めます。 

H26 ・省エネルギー意識啓発を広報誌等に掲載できなかった。 
・人権まつり開催時に環境家計簿の配布を行えなかった。 

D 

H27 ・人権まつり開催時に環境ブースを設けてパネル展示・環境クイズ・環境家
計簿の配布と省エネルギー意識啓発を行なった。 

・省エネルギー意識啓発を広報誌等に掲載できなかった。 

C 

H28 ・人権まつり開催時に環境ブースを設けてパネル展示・環境クイズ・環境家
計簿の配布を行い、省エネルギー意識啓発を行なった。 

・省エネルギー意識啓発を広報誌の掲載を前年度芦屋町地球温暖化防止（環

境保全）実行計画の進捗状況公表に併せて行った。 

B 

H29 ・人権まつり開催時に環境ブースを設けてパネル展示・環境クイズ・環境家
計簿の配布を行い、省エネルギー意識啓発を行なった。 

B 

H30 ・人権まつり開催時に環境ブースを設けてパネル展示・環境クイズ・環境家
計簿の配布を行い、省エネルギー意識啓発を行なった。 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進 

（
２
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

情
報
提
供 

環境家計簿の普及など住民、
事業者の節電や燃料消費の

削減などの省エネルギー意
識を啓発するために、情報提
供を進めます。 

R元 ・人権まつり開催時に環境ブースを設けてパネル展示・環境クイズ・環境家
計簿の配布を行い、省エネルギー意識啓発を行った。 

A 

R2 ・例年は人権まつり開催時に環境ブースを設けてパネル展示等の啓発活動を
行っていたが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響で中止となったた

め、活動できなかった。広報誌での省エネルギー意識啓発に関する記事掲
載は行った。 

B 

R3 ・例年は人権まつり開催時に環境ブースを設けてパネル展示等の啓発活動を
行っていたが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響で中止となったた

め、活動できなかった。広報紙での省エネルギー意識啓発に関する記事掲
載は行った。 

B 

（
３
）
道
路
街
灯
・
防
犯
街
灯
の 

 
化 

公共施設の省エネル
ギー化を推進するた

め、道路街灯・防犯街
灯のＬＥＤ化に取り
組みます。 

道
路
街
灯 

H26 ・計画どおり実施した。（花美坂1号線道路照明灯整備工事Ｎ＝62基） A 

H27 ・予定通り実施した。（山鹿26号線外道路照明灯整備工事Ｎ＝16基 ） A 

H28 ・予定通り実施した。（道路照明灯LED化工事(西浜・白浜２号線) N=19灯 ） A 

H29 ・予定どおりに実施した。（はまゆう団地１号線外道路照明灯整備工事  N=10
灯、浜口町・西川線 N=１灯、大城３号線 N=３灯） 

A 

H30 ・予定どおりに実施した。（船頭町5号線外道路照明灯整備工事 Ｎ＝13灯） A 

R元 ・予定どおりに実施した。（竹並芦屋2号線外道路照明灯整備工事 Ｎ＝6灯） A 

R2 ・予定どおりに実施した。（芦屋水巻線外道路照明灯整備工事 Ｎ＝10灯） A 

R3 ・令和2年度に完了 － 

防
犯
街
灯 

H26 ・防犯街灯整備工事で124箇所の整備を行い、内122箇所のＬＥＤ化を行なっ

た。 
・防犯街灯新設（7箇所）・移設（4箇所）により、計11箇所のＬＥＤ化を行

なった。 

A 

H27 ・防犯街灯ＬＥＤ化本数 

・新設 11灯 ・ 移設 1灯 ・ 器具取替 15灯 ・ 移管 6灯  計 
33灯 

A 

H28 ・町単独費の防犯街灯のＬＥＤ化本数  8灯 
・特定防衛施設周辺整備調整交付金による防犯街灯ＬＥＤ化本数  360灯 

A 

H29 ・町単独費の防犯街灯のＬＥＤ化本数 6灯 

・特定防衛施設周辺整備調整交付金による防犯街灯ＬＥＤ化本数 266灯 

A 

H30 ・特殊な防犯街灯（11灯）を除く全ての防犯街灯のLED化工事が終了。（H28
～H30年度） 

A 

R元 ・特殊な防犯街灯（11灯）のLED化工事を行い、町内全てのLED化が完了した。 A 

R2 ・令和元年度に完了 － 

R3 ・令和元年度に完了 － 

１
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進 

（
４
）
地
域
公
共
交
通
活
性
化
事
業 

芦屋町の地域公共交通を確
保維持していくために、芦屋
町タウンバス・市営バス・巡

回バスなどを効果的効率的
な地域公共交通ネットワー
クの構築を図り、総合的かつ

一体的に推進します。 

H26 ・地域公共交通を確保維持していくために、年2回地域公共交通会議及び協
議会を開催し、交通事業者等と協議のうえ、総合的な計画（ネットワーク
計画）を策定した。 

A 

H27 ・地域公共交通を確保維持していくために、年2回地域公共交通会議及び協

議会を開催し、交通事業者等と協議のうえ、生活交通確保維持改善計画を
策定した。 

A 

H28 ・地域公共交通を確保維持していくために、今年度は4回地域公共交通会議
を開催し、交通事業者等と協議のうえ、生活交通確保維持改善計画を策定

した。 
・地域公共交通網形成計画についても地域公共交通会議にて、交通事業者等

との協議や利用者アンケートを行い、計画を策定した。 

A 

 

LED 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進 

（
４
）
地
域
公
共
交
通
活
性
化
事
業 

芦屋町の地域公共交通を確
保維持していくために、芦屋

町タウンバス・市営バス・巡
回バスなどを効果的効率的
な地域公共交通ネットワー

クの構築を図り、総合的かつ
一体的に推進します。 

H29 ・地域公共交通を確保維持していくため地域公共交通会議を年２回開催し、
交通事業者等と協議のうえ、生活交通確保維持計画を策定した。 

A 

H30 ・地域公共交通を確保維持していくため、地域公共交通会議を年2回開催し、

交通事業者等と協議のうえ、生活交通確保維持計画を策定した。 

A 

R元 ・地域公共交通を確保維持していくため、地域公共交通会議を年2回開催し、
交通事業者等と協議のうえ、生活交通確保維持計画を策定した。 

A 

R2 ・地域公共交通を確保維持していくため、地域公共交通会議を年2回開催し、
交通事業者等と協議のうえ、生活交通確保維持計画を策定した。 

A 

R3 ・地域公共交通を確保維持していくため、地域公共交通会議を年2回開催し、

交通事業者等と協議のうえ、生活交通確保維持計画を策定した。 

A 

２
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進 

（
１
）
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進 

公共施設の新築・改
築・建替え時などにあ
わせて自然の力を活

かしたエネルギーの
導入を検討します。 

芦
屋
中
学
校 

H26 ・予定どおりグリーンニューディール基金事業の補助金申請を行い、再生可
能エネルギー導入に向けた設置工事実施設計を完了した。 

A 

H27 ・予定どおりグリーンニューディール基金事業の補助金申請を行い、再生可
能エネルギー導入に向けた設置工事を完了した。 

A 

H28 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 

 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

H29 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

H30 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R元 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 

 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R2 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R3 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

総
合
体
育
館 

H26 ・予定どおりグリーンニューディール基金事業の補助金申請を行い、再生可

能エネルギー導入に向けた設置工事実施設計を完了した。 

A 

H27 ・予定どおりグリーンニューディール基金事業の補助金申請を行い、再生可
能エネルギー導入に向けた設置工事を完了した。 

A 

H28 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

H29 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 

 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

H30 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R元 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R2 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 

 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R3 ・県への報告は令和2年度に完了。 
・適宜記録を確認し、発電量の把握を行った。 

A 

庁
舎 

H26 ・グリーンニューディール基金事業の事業実施計画書の提出を行い、採択が
決定した。 

A 

H27 ・予定どおりグリーンニューディール基金事業の補助金申請を行い、再生可

能エネルギー導入に向けた実施設計・設置工事を完了した。 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進 

（
１
）
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進 

公共施設の新築・改
築・建替え時などにあ

わせて自然の力を活
かしたエネルギーの
導入を検討します。 

庁
舎 

H28 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

H29 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 

 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

H30 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R元 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R2 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 

（導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R3 ・概ね週1回程度の確認を行った。 A 

 

H26 ・芦屋中学校・総合体育館 
予定どおりグリーンニューディール基金事業の補助金申請を行い、再生
可能エネルギー導入に向けた設置工事実施設計を完了した。 

・庁舎 
グリーンニューディール基金事業の事業実施計画書の提出を行い、採択
が決定した。 

A 

H27 ・予定どおりグリーンニューディール基金事業の補助金申請を行い、芦屋中

学校・総合体育館・庁舎に太陽光発電設備の設置を完了した。 

A 

H28 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

H29 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

H30 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 

 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R元 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R2 ・事業効果の把握を行い、県に報告を行った。 
 （導入した再生可能エネルギー等による発電量、二酸化炭素削減効果） 

A 

R3 ・太陽光発電設備を設置している施設の所管課に対し、発電・記録が適切に

行われているか適宜確認を行うよう依頼した。 
・所管施設（芦屋東公民館）の電気設備更新の予定があった公民館・文化係

に対し、再生可能エネルギー100％電力の導入を検討するよう依頼し、導

入された。 

A 

（
２
）
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用 

浄化センター汚泥処理設備
の消化タンクで発生するメ
タンガスを有効利用して発

電を行います。 

H26 ・消化ガス発電設備の事業計画変更は完了した。 
・消化ガス発電実施設計は、事業計画変更について事業内容の検討及び関係

機関との協議・調整に不測の日数を要したため、平成27年度に繰越して実

施することとなった。 

C 

H27 ・消化ガス発電設備の実施設計が完了した。 A 

H28 ・H28-29の２箇年工事で、消化ガス発電設備の新設工事を実施中。 A 

H29 ・H28-29の２箇年工事で、消化ガス発電設備の新設工事が完了した。 A 

H30 ・浄化センター電力費用を、H25～27年度の年間総電力料金平均値より1,572
千円／年削減した。 

C 

R元 ・浄化センター電力費用を、H25～27年度の年間総電力料金平均値より1,209
千円／年削減した。 

C 

R2 ・浄化センター電力費用を、H25～H27年度の年間総電力料金平均値より4,512

千円／年削減した。 
※新電力導入による効果が大きい。 

A 

R3 ・浄化センター電力費用を、H25～27年度年間総電力料金平均値より4,274
千円／年削減した。 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進 

（
３
）
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助 

町内住宅から排出される温
室効果ガス（二酸化炭素）削

減を目的として、住民の再生
可能エネルギーの利用を促
進するため、太陽光を利用し

た住宅用発電システムを設
置するものに対し補助金を
交付します。 

H26 ・太陽光発電システム設置補助金交付件数：19件 C 

H27 ・太陽光発電システム設置補助金交付件数：14件（目標30件） 

・ホームページ掲載による啓発 

C 

H28 ・太陽光発電システム設置補助金交付件数 20件（目標20件） 
・ホームページ掲載による啓発 

A 

H29 ・太陽光発電システム設置補助金交付件数 17件 
・ホームページ掲載による啓発 

B 

H30 ・太陽光発電システム設置補助金交付件数 15件 

・ホームページ掲載による啓発 

B 

R元 ・太陽光発電システム設置補助金交付件数 7件 
・ホームページ掲載による啓発 

B 

R2 ・太陽光発電システム設置補助金交付件数 14件 
・ホームページ掲載による啓発 

A 

R3 ・太陽光発電システム設置補助金交付件数 10件 

・ホームページ及び広報紙掲載により制度の周知を行った。 
令和3年度は申請可能件数を満たす申請があっているため、令和4年度も補
助制度を継続することとした 

A 
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環境教育・意識分野 環境意識を高め、協働による環境づくりを進めます 

 

取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進 

（
１
）
環
境
教
育
・
学
習 

小中学校における環

境教育・環境学習を
推進します。また、
環境に関するイベン

トなどを開催し、環
境への関心を高めま
す。 

小
中
学
校
の
環
境
教
育 

H26 ・芦屋東小学校においては、魚道公園の生態系についての授業が行われたが、

他の3小中学校については実施できなかった。 

C 

H27 ・各小中学校で以下のような様々な環境教育、環境学習を実施。 
 芦屋小：学校内の松の保護及びダンボールコンポストを実施。 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 

 山鹿小：河川事務所事業清流ルネッサンスに参加。遠賀川についてを学習。 
 芦屋中：特色化の授業において清掃活動を実施。 

A 

H28 ・各小中学校で以下のような様々な環境教育、環境学習を実施。 

 芦屋小：学校内の松の保護及びダンボールコンポストを実施。 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 
 山鹿小：ダンボールコンポストを実施。 

 芦屋中：特色化の授業において清掃活動を実施。 

A 

H29 ・各小中学校で以下のような様々な環境教育、環境学習を実施。 
 芦屋小：学校内の松林の清掃及びダンボールコンポストを実施。 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 

 山鹿小：ダンボールコンポストを実施。 
 芦屋中：特色化の授業において海岸清掃活動、ペットボトルキャップ回収
活動、古紙回収活動を実施。 

A 

H30 ・各小・中学校で以下の環境教育・環境学習を実施した。 

 芦屋小：学校内の松林の清掃及びダンボールコンポストの実施。 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 
 山鹿小：ダンボールコンポストの実施。 

 芦屋中：学校特色化事業において、海岸清掃活動、ペットボトルキャップ
回収活動、古紙回収活動を実施。 

A 

R元 ・各小・中学校で以下の環境教育・環境学習を実施した。 
 芦屋小「ごみ減量作戦」として、総合的学習の時間にごみ減量の取り組み

についての学習を実施。 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 
 山鹿小：ダンボールコンポストの実施。 

 芦屋中：海岸清掃活動、ペットボトルキャップ回収活動、古紙回収活動を
実施。 

A 

R2 ・各小・中学校で以下の環境教育・環境学習を実施した。 
 芦屋小「ごみ減量作戦」として、総合的学習の時間にごみ減量の取り組み

についての学習を実施。 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 
 山鹿小：ダンボールコンポストの実施やビオトープにおける環境保全学習

の実施。 
 芦屋中：ペットボトルキャップ回収活動、古紙回収活動等を実施。 

A 

R3 ・令和3年度に小中学校で実施した環境教育・環境学習 
 芦屋小：「ごみ減量作戦」として、総合的学習の時間にごみ減量の取り組

みについての学習を実施。1年生～6年生で構成された縦割り班での清掃活
動の実施。 

 芦屋東小：魚道学習で川の生態系や水質の違い等を調べる学習の実施。 

 山鹿小：浜の清掃活動やビオトープにおける環境保全学習の実施。 
 芦屋中：ペットボトルキャップ回収活動、地域貢献活動(地域清掃)の実施。 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進 

（
１
）
環
境
教
育
・
学
習 

小中学校における環
境教育・環境学習を

推進します。また、
環境に関するイベン
トなどを開催し、環

境への関心を高めま
す。 

環
境
イ
ベ
ン
ト 

H26 ・人権まつりにブースを出展し、環境意識向上啓発を行なった。 A 

H27 ・人権まつりに環境ブースを出展し、環境意識向上啓発を行なった。 
・遠賀・中間広域連携プロジェクトによる「生ごみ堆肥づくり学校菜園子ど

も講座」（芦屋小学校４年生）及び「遠賀・中間エコフェア」を開催し、
環境学習・環境への関心向上に繋げた。 

・遠賀川河川事務所と連携して「遠賀川清流ルネッサンスキャンペーン」を

実施し、生き物調べ・水質の勉強をすることで環境学習に繋げた。（山鹿
小学校４年生） 

・遠賀川河川事務所・九州工業大学と連携して遠賀川魚道公園を利用した環

境学習を行なった。（芦屋東小学校４年生） 

A 

H28 ・人権まつりに環境ブースを出展し、環境意識向上啓発を行なった。 
・各小中学校で以下のような様々な環境教育、環境学習を実施。 
 芦屋小：学校内の松の保護及びダンボールコンポストを実施。 

 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 
 山鹿小：ダンボールコンポストを実施（遠賀中間広域プロジェクト）。 

A 

H29 ・人権まつりに環境ブースを出展し、環境意識向上啓発を行なった。 
・各小中学校で以下のような様々な環境教育、環境学習を実施。 

 芦屋小：ダンボールコンポストを実施。 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 
 山鹿小：ダンボールコンポストを実施。 

A 

H30 ・人権まつりに環境ブースを出展し、環境意識向上啓発を行なった。 

・各小中学校で以下のような様々な環境教育、環境学習を実施 
 芦屋小：ダンボールコンポストを実施 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施 

 山鹿小：ダンボールコンポストを実施 

A 

R元 ・人権まつりに環境ブースを出展し、環境意識向上のための啓発を行った。 
・各小学校で以下のような様々な環境教育、環境学習を実施した。 
 芦屋小：ダンボールコンポストを実施 

 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施 
 山鹿小：ダンボールコンポストを実施 

A 

R2 ・各小・中学校で以下の環境教育・環境学習を実施した。 
 芦屋小：「ごみ減量作戦」として、総合的学習の時間にごみ減量の取り組

みについての学習を実施。 
 芦屋東小：魚道公園で生態系についての授業を実施。 
 山鹿小：ダンボールコンポストの実施やビオトープにおける環境保全学習

の実施。 
 芦屋中：ペットボトルキャップ回収活動、古紙回収活動等を実施。 
・例年実施している人権まつりでの環境ブース出展は、新型コロナウィルス

感染症拡大のため中止となった。 

B 

R3 ・例年実施している人権まつりでの環境ブースの出展は、新型コロナウィル
ス感染症の影響により中止した。 

B 

（
２
）
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業 

環境教育の一環として、児
童・生徒が持ち寄ったペット
ボトルキャップをリサイク

ル製品に加工し、その製品を
学校に還元することによっ
て、リサイクルの「見える化」

を進めます。 

H26 ・ペットボトルキャップ収集量 717.76kg／年（町内小中学校4校、公民館
など） 

A 

H27 ・ペットボトルキャップ収集量 343.0kg/年（町内小中学校4校、公民館な
ど） 

A 

H28 ・ペットボトルキャップ収集量 500.6ｋｇ/年（町内小中学校4校、公民館

など） 

A 

H29 ・ペットボトルキャップ収集量 454.7ｋｇ/年（町内小中学校４校、公民館
など） 

A 

H30 ・ペットボトルキャップ収集量 650kg／年 
（町内小中学校4校、公民館など） 

A 

R元 ・ペットボトルキャップ収集量 620kg 

（町内小中学校4校、公民館など） 

A 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進 

（
２
）
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業 

環境教育の一環として、児
童・生徒が持ち寄ったペット

ボトルキャップをリサイク
ル製品に加工し、その製品を
学校に還元することによっ

て、リサイクルの「見える化」
を進めます。 

R2 ・ペットボトルキャップ収集量 300kg 
（町内小中学校4校、公民館など） 

A 

R3 ・ペットボトルキャップ収集量 614kg 
（町内小中学校4校、公民館、体育館など） 

・リサイクル製品の定規116本を各小学校4年生児童に配布した。 

A 

（
３
）
芦
屋
町
出
前
講
座 

町内在住者や
在勤者のまち

づくりへの参
画を促すため
に、町職員が

講師となって
町の現状や課
題、取り組み

を 紹 介 し ま
す。 

汚れた水が
きれいにな

るまで 

H26 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 D 

H27 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

H28 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

H29 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

H30 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

R元 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 
R2 ・芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 
R3 ・芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

・進めよう！
ごみの減量
化とリサイ
クル 

・ダンボール
コンポスト
でたい肥づ
くり 

H26 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 D 

H27 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

H28 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

H29 ・町民などから芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

H30 ・芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 

R元 ・芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 
R2 ・芦屋町出前講座の要請がなかったため、実施しなかった。 評価なし 
R3 ・新型コロナウィルス感染症の影響により出前講座を中止していた期間があ

ったこともあり、出前講座の要望がなかったため実施しなかった。 
評価なし 

（
４
）
環
境
マ
ナ
ー
の
向
上 

ペットの飼い方を啓発し、糞
対策を進めます。また、不適

切な野焼きが行われないよ
う住民や事業者に啓発しま
す。 

また、環境マナー向上のため
に、必要に応じて既存の条例
の見直しなどを検討します。 

H26 ・ペットの飼い方：広報 5/1号・8/1号・9/1号 
・糞害対策：広報 6/15号（猫）・9/15号（犬） 

・野外焼却：ホームページ・区長会5月 

A 

H27 ・ペットの飼い方：広報 4/15号・7/15号・11/1号・3/1号  4回/年 
・糞害対策：広報 7/1号・7/15号・12/1号  3回/年 
・野外焼却：ホームページ・区長会5月・広報 9/1号（区未加入者にも啓発

するため掲載した） 
・その他：広報 7/1号（猫えさやり） 
・糞害対策看板配布 35枚 広報 7/15号 

A 

H28 ・ペットの飼い方：広報 5/1号・7/15号・11/1号  3回/年 

・糞害対策：広報 7/1号・12/1号  2回/年 
・野外焼却：ホームページ・区長会 0回・広報 0回 
・糞害対策看板配布 31枚 広報 12/1号 

B 

H29 ・ペットの飼い方：広報 7/15号・10/15号・3/1号  3回/年 

・糞害対策：広報 7/1号・3/1号 2回/年 
・野外焼却：ホームページ・区長会 0回 ・広報 6/1号 1回 
・糞害対策看板配布 15枚 

B 

H30 ・ペットの飼い方：広報掲載 7回／年 

・糞害対策：広報掲載 3回／年 
・野外焼却：ホームページ掲載・区長会回覧 1回／年 広報掲載 1回／年 
・糞害対策看板の配布 

B 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

１
．
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進 

（
４
）
環
境
マ
ナ
ー
の
向
上 

ペットの飼い方を啓発し、糞
対策を進めます。また、不適

切な野焼きが行われないよ
う住民や事業者に啓発しま
す。 

また、環境マナー向上のため
に、必要に応じて既存の条例
の見直しなどを検討します。 

R元 ・ペットの飼い方、糞害対策、野外焼却について広報やホームページに掲載
するなど啓発を実施した。 

・糞害対策看板の配布を実施した。 

A 

R2 ・ペットの飼い方、糞害対策、野外焼却について広報やホームページに掲載
するなど啓発を実施した。 

・糞害対策看板の配布を実施した。 

A 

R3 ・ペットの飼い方、糞害対策、野外焼却について広報やホームページに掲載

するなど啓発を実施した。 
・糞害対策看板の配布を実施した。 
・飼い主のいない猫（野良猫）による生活環境被害を軽減するための対策の

一環として、ネコの保護活動やTNR活動を行っている人たちの支援、猫除
け器の貸し出しを行った。 

A 

２
．
環
境
保
全
活
動
の
推
進 

（
１
）
住
民
・
事
業
者
の
環
境
保
全
活
動
の

支
援 

環境保全につながる身近な
取り組みの情報提供や清掃

ボランティア時のごみ袋の
配布などにより、住民・事業
者の環境保全活動を支援し

ます。 

H26 ・ボランティア清掃活動申請数 13件 C 

H27 ・ボランティア清掃活動申請数 25件 A 

H28 ・ボランティア清掃活動申請数 31件 A 

H29 ・ボランティア清掃活動申請数 36件 A 

H30 ・ボランティア清掃活動申請数 28件 A 

R元 ・ボランティア清掃活動申請数 31件 A 

R2 ・ボランティア清掃活動申請数 58件 A 

R3 ・ボランティア清掃活動申請数 40件 A 

（
２
）
ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
実
施 

芦屋町環境美化推進委員会
が主体となり、美しい海岸・

河川を保全するため、一斉清
掃活動を行います。 

H26 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 1,255人 
・町内一斉清掃の参加者数 2,356人   計 3,611人 

B 

H27 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 1,201人 

・町内一斉清掃の参加者数 2,418人   計 3,619人 

B 

H28 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 1,092人 
・町内一斉清掃の参加者数（雨天中止のため「評価なし」とする。） 

B 

H29 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 1,098人 
・町内一斉清掃の参加者数 1,711人 計 2,809人（67.6%）であるため「Ｃ」

評価とする。 

C 

H30 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 971人 
・町内一斉清掃の参加者数 1,641人 

C 

R元 ・ラブアース・クリーンアップ及び町内一斉清掃の参加者数 2,653人 B 

R2 ・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、ラブアース・クリーンアップ
は中止 

評価なし 

R3 ・新型コロナウィルス感染症の影響により事業を中止した。 評価なし 

（
３
）
町
内
一
斉
清
掃
の
実
施 

芦屋町環境美化推進委員会

が主体となり、清潔で美しい
町づくりや環境美化意識高
揚のため、町内全域の一斉清

掃活動を行います。 

H26 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 1,255人 

・町内一斉清掃の参加者数 2,356人   計 3,611人 

B 

H27 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 1,201人 
・町内一斉清掃の参加者数 2,418人   計 3,619人 

B 

H28 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 1,092人 
・町内一斉清掃の参加者数（雨天中止のため「評価なし」とする。） 

B 

H29 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 1,098人 

・町内一斉清掃の参加者数 1,711人 計 2,809人（67.6％）であるため「Ｃ」
評価とする。 

C 
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取
り
組
み
の

方
向
性 

町
の
主
な 

取
り
組
み 

（
全
52
事
業
） 

事業の概要 

実
施
年
度 

事業の実施結果 評価 

２
．
環
境
保
全
活

動
の
推
進 

（
３
）
町
内
一
斉

清
掃
の
実
施 

芦屋町環境美化推進委員会
が主体となり、清潔で美しい

町づくりや環境美化意識高
揚のため、町内全域の一斉清
掃活動を行います。 

H30 ・ラブアース・クリーンアップ参加者数 971人 
・町内一斉清掃の参加者数 1,641人 

C 

R元 ・ラブアース・クリーンアップ及び町内一斉清掃の参加者数 2,653人 B 

R2 ・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、町内一斉清掃は中止 評価なし 

R3 ・新型コロナウィルス感染症の影響により事業を中止した。 評価なし 

 
 
 
 

８．パブリックコメントの概要 

 
実 施 期 間 令和 5 年 12 月 25 日（月）～令和 6 年 1 月 24 日（水） 
実 施 方 法 町のＨＰおよび広報あしや（1 月号）で告知 

役場総合案内・環境住宅課、芦屋中央公民館、芦屋東公民館、山鹿公民館、町民会館、

総合体育館で素案の配布 
意見提出者数 なし 
応 募 方 法 持ち込み、郵送、ファクス、電子メール 
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